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１・春の出会い








　春、だ。春になった。

　まだ三月になったばかりなのに、日差しが強い日は春物のコートも着ていられないほど汗ばむ。




　わたしの住む私鉄沿線の駅は、けして大きくないけれど、商店街が充実している。

　ここへは三年前に、今住んでいるマンションを購入したのを機に越してきた。

　今日は仕事が休みなので買い物に……。スーパーとドラッグストアで一週間分の食品や雑貨を購入し、そろそろ帰ろうかと思いながらぶらぶらしていると、

（ん。あれ、安いな）

　激安衣料品店の店先に山のように積まれた衣類の中の、薄いグレーのブラウスに目が留まった。数年前の型落ち品だと思うけれど、それほど流行り廃りのないデザインだし、色も無難だ。

　仕事では黒子のように地味な服装でいることが多い。使えそうだなと思った。

　手に取ってみる。少し汚れがありしわくちゃだけど、洗ってアイロンをかければいいだけだ。サイズが少し合わないようなら手縫いで直せるし。

　タグを確認した。

（七百五十円。うーん、どうしようかな。でもこのブランドなら、もともとの値段は六千円くらいするものだから……）

　少し迷ったけれど、着回しが効くことと、似たようなブラウスを持ってはいるもののだいぶくたびれてきているので、購入することにした。

　久しぶりに服なんて買ってしまった。最近はずっと切り詰めていたから。

（仕事が不安定だったからなあ。でもなんとか新しいところに決まった。少ししんどいけど……。続くかなぁ。いや、続けなきゃ）

　買い物でストレス発散なんて、貧乏なわたしには無理だけど、七百五十円の激安ブラウスを買っただけでも気分がいい。

　わたしの仕事はスタイリストだ。いや、スタイリストだった、と言うべきか。今の立場は……ちょっと微妙。

　高校卒業後、茨城から東京に出て来て服飾専門学校に入り、卒業後にスタイリスト事務所に就職した。そのまま八年も務めていたのだけれど、事務所の社長が突然死去、事務所は解散することに……。

　その後、紆余曲折を経てつきあいのあった芸能事務所にスタイリスト兼付き人として再就職することになった。が、想像よりも仕事がきつい。付き人としての仕事の範囲が広く、これまでよりもタレントさんたちに密着することになったので、休みが不定期だったり、忙しいということは覚悟していたので気にならないのだけど、タレントさん、女優さんのワガママにつき合うのがつらい。常に気配りし、何かアクシデントがあった場合は尻ぬぐいもしなければならない。そうでなくとも、彼らの機嫌取りは大変なのに。

　もちろん、それが仕事ではあるのだが……しんどいものはしんどい。

（でもお金のためにも、がんばらなきゃね。どうしてもダメなときはまた転職かなぁ……）

　人生はそう甘くないと知っているつもりだけど。二十九歳でこれかあ、と思うと、先行きが心配にはなる……。ここで長くがんばれるかどうか。

（ま、考えすぎても仕方ないけどね）

　これでもわりと、根性はあるほうだ。

　やっていけそうならそれでよし、もしもダメならそのときはそのときだ。

　楽観的に考えることも、きっと大事なんだろう。

　駅前の商店街から、住んでいるマンションまでは、徒歩十分ほど。

　食料品や洗剤、シャンプーなど……買い物しすぎたせいか荷物が重く少し手が疲れて、帰り道から少しそれた場所にある小さな児童公園を思い出し、天気もいいし、そこのベンチでひと休みしようと思った。

　住宅街の中を歩く。このあたりは三階～五階建てくらいの低層マンションが多い。

（ん？　あんなお店、あったっけ）

　高級感があってきれいなマンションの一階に、何やらおしゃれな雰囲気の店ができていた。

　児童公園の目の前で、マンションはわたしが越してきたときからあったけれど、たぶんまだ新しいと思う。前は確か、何かの事務所のような雰囲気だった一階の一部が、素敵なお店になっている。

　店の外に出ている鉢植えの大きなオリーブや、窓ガラスの枠が木製な感じで、カフェかな？　と思ったけれど、どうやらカフェではなさそうだ。でも普通の家ではないし、会社という雰囲気でもない。

　中にテーブルが見える。丸くて可愛い。そして壁際に沿って、たくさんのガラス瓶や水槽。

（熱帯魚のお店？）

　ちらっとそんなことを思った。でもやっぱりわからない。

　店に入るわけでもないのに覗きこむのも変かなと、とりあえず予定通り児童公園に入った。ベンチに腰かけると、ちょうど正面にその店が見えた。

　店名は、店の入り口の脇に五十センチ四方くらいのレンガっぽい見た目の石板が貼り付けてあり、そこに書いてある。

　『ｂｌｕｅ　ｌｏｔｕｓ』

（ブルーロータス？　えっと……青い蓮ってこと？）

　ますます、何の店なのかわからない。

　でも、その店の雰囲気はとても良かったので、次の休みにでも覗いてみようかな……と、思った。




　あれから数週間。

（はー。やっと八日間の連続勤務が終わった）

　そのおかげで、二連休になった。今日も明日もお休み。

　うれしい。すごく。

　わたしの部屋は五階建てのマンションの三階にあり、大きさは１ＤＫで五十平米弱、くらい。築年数はかなり経っているけど、前の持ち主が急いで売りたがっていたので相場よりも少し安く買えた。もともと給料の安いわたしはこれ以上の贅沢はできない。狭いけど、終の棲家にする予定。

「よいしょ」

　スーパーで食料品を調達してきた。荷物を持って中に入り、キッチンの床に買い物袋を置く。

　ひとり暮らしが長いので、ときどき独り言を言ってしまう。恋人も数年前に別れたきりだし、友達も少ない。この先もきっとひとりなんだろうな……という気がする。

　マッチングアプリにも、婚活にも興味がない。というか、仕事が忙しくてそんなことは考えている暇がない。

　冷蔵庫に、食品を入れる。

　最近は会社のほうでも気を使ってくれて、前よりも連休が増えた。それはありがたいけれど、忙しい時には夜中まで帰れなかったり、出張で実質二十四時間労働しているような気分になるくらいしんどかったりで、大変なことには変わりがない。

　この部屋を買ったときは、まさか以前の勤め先の社長が亡くなるなんて思っていなかった。

（生活がかかってるんだから、なんとか再就職できたことは良かったんだよね……）

　カーテンを開け、洗濯機を回し、いつもの休日……になるはずだった。

（二連休か。普段と違うこと、してみたいかも）

　ふと、そんなことを思いついた。

（あそこ……あの、お洒落な雰囲気のお店）

　先週見つけたあの場所が、気になって仕方ない。

（見に行ってみようかな？）

　あそこは、うちから駅までのちょうど中間くらいの場所にある。先週は買い物帰りで荷物をたくさん抱えていたからそんな気にはなれなかったけれど、今日は中に入ってみたい。

　わたしは支度をし、家を出た。




（これは……店は開いているのよね）

　店の前に到着した。大きな窓から中を覗く。人は見当たらないけれど、照明もついているし、開店しているようだ。

　シンプルな一枚板のドアをそっと開ける。ちょっとした冒険気分。

（なんだろう。何を売っているの？　植物があるから園芸店……かな？）

　それがいまいちわからない。鉢植えや、花があるわけではないので。

　ショップ部分は見たところそんなに広くはない。二十畳くらいかな、と思う。でも奥行きがあり、どうやら裏に作業場があるようだ。

　壁面にはぐるりと棚が巡らせてある。そこに植物の入ったガラス瓶や、熱帯魚の泳ぐ水槽が置かれている。

　金魚鉢くらいの大きさのガラスの器が多い。だいたい三十センチ四方くらいだろうか。大きいものもあるけれど、それらはインテリアというか、非売品のようだ。水景という感じで、花などはない。水生植物や、水辺の草、苔。

　中には熱帯魚が泳いでいる水槽もあり、魚よりも水草がメインな感じに見える。

　例えば、円形のガラスの筒の中に、苔むした石が置かれ、そこに植物を這わせていたり。それぞれの色んな種類のガラスの器の中に小宇宙が展開されていている。

（すごくきれい。なんだか癒される光景だなぁ……）

　すっかり魅了されてしまい夢中になって見ていると、奥から男性が出てきた。どうやらお店の人のようだ。そちらに顔を向けると目が合った。

　その瞬間、うっ、と胸が撃たれたような感じがした。けして大きいわけじゃないけど、切れ長の、スッとした目……。

（なんか……すごくいい感じの人……）

　胸が落ち着くまで数秒、かかった。

「いらっしゃいませ」

　落ち着いていて、柔らかく響く声。

（あ、こういう声、好きだな……どうしよう、なんか見た目も声も、好み……）

　こんな感じ、滅多にないし、自分でもすっかり忘れていた。

　スラっとして背が高い。身長は百七十五センチ以上はありそう。痩せているけれど、ひ弱な感じはなく鍛えている感じ。顔だちは……ひとことでいうと、地味だけどきれい。

　芸能人を見慣れているので、顔のいい男、派手な男は見飽きている上、男は顔じゃないよと思っていたりする。実際に、イケメン俳優のワガママに応対してきた身だからなおさら。

　目の前の男性には、けして派手さはない。でも、よく見ると美形で、すっとしている。

　でも……なんていうか、全く洒落っ気のない人だ。髪はくせ毛でぼさぼさしているし、服装はオフホワイトのシャツにボトムはデニム、モスグリーンのエプロン、それらが、全体的にボロボロというか……なんとなくだけど、この人は自分の見た目には興味ないんだろうなという気がした。

（せっかく、カッコいいのにな。服装や髪型がちょっと残念な感じ。年はいくつくらいかな……同じくらい？　わたしより少し年上？　少し手を入れてあげたら、とんでもなく魅力的になりそう）

　エプロンが少し汚れているのは、土いじりなどの作業途中だったからだろうか。

「どうぞ、ゆっくりご覧になってくださいね」

「あ、あ……はい」

　なんだか挙動不審になってしまった。向こうはすごく自然な感じなのに。恥ずかしい。

（あーもう少し、きれいな恰好をしてくれば良かったかな）

　くたびれたグレーのトレーナーにロングＡラインのチノスカート。薄手のブルゾンを羽織っているけれど完全に部屋着だ。足元はボロボロのスニーカー。

（ん？　わたし、どうしてこんなこと思ってるの？）

　好みのタイプな男性がいようがいまいが、どうするつもりもないのだから、自分の格好なんてどうでもいいはずなのに。

　なんだか変。胸の奥がソワソワする。自分の中の、すっかり枯れてしまっていたはずの根っこが復活しそうな感じ……。萌え始め？

（何か言わなきゃ）

　焦った。

　それはそうだ。住宅街の中にある小さなショップに入り込み、他に誰もお客さんがいないのだから、話しかけられるに決まっているのだ。でもその店に好みのタイプの男性がいるだなんて、まるで想定していなかった。

「あの……きれい……ですね」

「ありがとうございます」

　向こうはいたって穏やかな雰囲気。

（とりあえず、落ち着こう）

　自分にそう言い聞かせた。いちおう大人の社会人だから、素敵だな……好みのタイプだな……と意識してしまったことは、表面には出ていなかったと思う。

「何かお探しですか？　贈り物とか……」

「いえ、あの……先日、こちらの前を通りかかりまして、素敵な雰囲気だったので気になって。それで今日、来てみたんです。だから、実はこのお店の中にあるこのきれいなものが、いったい何なのかわかっていないんですけど……すみませんいきなり入ってしまって」

　わたしは周囲の水槽を見回しながら言った。

「ありがとうございます。とんでもないです、ご興味を持っていただけて、尋ねてくださり、うれしいです。こちらは開店したばかりで、テラリウムのショップになります。テラリウム……もしかしてご覧になるのも初めてですか？」

　柔らかい笑顔が素敵だなと思った。

「テラリウム、って存在を知りませんでした。鉢植え……ではないし……」

「そうなんですか、もしお時間あるようでしたらご説明しますよ。良かったら、そちらのテーブルにどうぞ。おかけになって少しお待ちくださいね」

　そう言って、男性は奥にさっと入って行った。何か、説明のためのものを取りに行くような雰囲気だった。

（わたしは休みだから時間はあるけど、いいのかな？　忙しいところ、迷惑だったりしないかな……）

　思いつきで来てみただけなのだ。忙しい時にお邪魔をしていないだろうか。なんだか申し訳ないけど、せっかくの機会かな……という気もして、わたしはショップの隅に置かれたバンブー素材の丸テーブルに移動し、置かれている椅子に腰かけた。

　水濡れを考慮してか足元は白い石材のようなタイルが敷き詰められている。ナチュラルな雰囲気の店内。

（こういうの、勉強にもなるかな？）

　ドラマやテレビ番組のセットなどにも良さそうな気がする。ただの鉢植えより洒落ている。

　男性がトレイにティーセットを乗せて運んできた。まさかこんなに丁重に扱ってくれるなんて想像しておらず、恐縮してしまう。

「あ、お茶まで……。すみません、ありがとうございます」

　ガラス製のティーカップとポットのセット。目の前でポットからカップにお茶が注がれた。周囲にいい香りが漂う。

「ハーブティーです。どうぞ」

　男性は微笑みながら勧めてくれた。

　口に運ぶ。レモングラスの香りが少しする。ブレンドティーかな、と思った。とても美味しい。気持ちがホッとした。

　そして……。

　美味しいハーブティーをいただきながら、わたしはお店の男性に、詳しいレクチャーを受けた。その際に、まずは自己紹介……と、名刺をもらった。ショップ名と、ショップの住所と電話番号、メールアドレス、名前が書いてある。

　男性の名前が佐さ野の明あき仁ひとさん、と知った。わたしも名乗った。柿かき崎ざき陽ひ菜なです──と。名刺はもっていなかったので、名前だけ。

　佐野さんの説明によると、テラリウムとは──おおまかに言えば、ガラスの箱の中で植物や動物を育てること。でも実際にはひとことでは言えないくらい、いろんな種類のテラリウムがあることがわかった。

　苔を主体とした苔テラリウム、熱帯雨林を再現するパルダテラリウム、熱帯魚を育てながらのアクアテラリウム。

　実際にその場にある水槽を見ながらなので、理解しやすかった。その場にないものは、タブレットで画像を見せてくれた。植物のグリーンと水辺、そんな小さな自然を室内に置けるなんて、

（なんて素敵なんだろう）

　そう思った。熱心に説明してくれる佐野さんに、ついつい見とれてしまいながら。

　高校を卒業してからずっと東京暮らしだけど、もともとは田舎の出身だから、水辺の風景にはやっぱり癒しと懐かしさを感じてしまう。

「本当にいろいろあるんですね。どれもきれい……癒されますね」

「そうなんです。ぜひ、お好きなものに挑戦してみてください」

「挑戦？」

「はい。いちおう、生き物を育てるわけですから」

　真面目な表情に、ハッとした。

「あ……そっか……」

　きれいだとばかり思っていたけれど、よく考えたらそうなのだった。急に少し自信が無くなった。

（わたし、出張が多いからなぁ……）

　生き物を育てるなんて、とてもとても……。そう思っていたけれど、話を聞いていると、どうやら植物の種類を選べばそれほど手間はかからないようだった。数日間留守にするくらいなら大丈夫らしい。

　観葉植物は今も小さなものを置いているし、枯らしたこともない。それと同じように管理できるなら……とその気になった。

　育て方を聞いて紙にも説明を書いてもらい、わたしは可愛いと思った小さな苔テラリウムを購入し、家に帰った。







２・二度目の出会い








　あれから二週間ほどが過ぎた。

　事務所の看板女優がテレビのゴールデンタイムの連続ドラマに出演が決まっており、その撮影が始まったので、わたしも忙しい日々を過ごしていた。

　彼女──皆みな部べ明あ日す香かは大物女優である。世間からは優しいお母さん的なイメージを持たれているが、プライベートではけっこうきつい性格をしているし、気難しい。年齢はわたしの母親よりちょっと下なくらいか。

　正直なところわたしはあまり彼女には関わり合いたくなかったのだけど、なぜか気に入られてしまい、

『わたしの担当は柿崎さんにして！』

　鶴の一声で、スタイリスト件付き人として、今回からドラマの現場にも入ることになってしまったのだ。マネージャーが現場に来られないことも多いので、その場合はマネージャーの代理も兼ねる。

　もちろん担当はひとりだけではなく他にもいるのだが、重要な場面ではできるだけわたしが入るということになってしまい、

（春からしんどすぎる……）

　なんだかんだ、気も体も疲れてけっこう参っていた。

　でも……明日はようやく、お休み。

　電車を降りて、トボトボ歩いて、やっと帰宅して。軽く食事を済ませて、落ち着いて。やっと少し元気が出てきた。

（ビールも飲んじゃおうかな！）

　お酒は嫌いじゃない。冷蔵庫には必ず何かしら入っている。

　お風呂上りに気分よく、小さなソファに座ってビールを飲みながら……わたしはあの日買ってきた小さな苔テラリウムを眺めた。

　普段は、夜は照明を消しているけれど、せっかくの休日前のお酒タイムだから、間接照明代わりにテラリウムの照明をつけ、部屋の明かりを消して、のんびりすることにした。

　苔のグリーンが目に優しく、見ているだけですごく癒される。流木に絡みつく水草の生命力が、疲れたわたしに力をくれる。

　そして、それと同時に。やっぱり思い出してしまった。

（佐野さん……）

　あの日以来、わたしの中ではテラリウムと佐野さんがセットになってしまっているから、どうしても……。こうやってテラリウムを眺めるたびに佐野さんのことを思い出しては、あれこれ……妄想というか……胸のモヤモヤを宥め続けていた。

　なので。お酒なんか飲んだらなおさら、そんな気持ちになってしまった。

（困ったなぁ）

　考えても仕方ない。どうすることもできない。単にすごくタイプだったのだ、そういう人に出会ったんだ、と思うしかない。

（お店に行けば、会えるだろうけど……）

　でも、会ってどうするというのだろう。それが自分でもさっぱり、わからない。交際をする、というイメージは不思議と湧かない。

（テラリウム、けっこう値段も高いからなぁ）

　お店には行きたいが、毎回購入するわけにもいかない。そんなお金持ちじゃない。やっと暮らしているのだもの。将来のことを考えたら貯金も必要だし。

（八百屋さんとかなら、毎日通えるんだけどなあ……。そうそう買うようなものじゃないから……）

　通ったからといって、どうにかなるものでもないとは思うけれど……。だからただこうして、ひたすら、思い出しているだけ……。思い出して、ちょっと性的に……モヤモヤしているだけ。

（こんなの、相手から見たらきっと気持ち悪いよね）

　一応、自覚はある。ひと目ぼれ、といえば聞こえはいいけれど、わたしの場合は完全に、なんていうか、言いにくいけれど、肉欲がプラスされてしまっている感じ。

（うーん。わたしも年頃の女なんだなあ）

　ここ数年男性と縁がないせいか、タイプの人を見つけて、性的な興奮を呼び覚ましてしまっているみたい。こんなの久しぶり過ぎて、持て余してしまう。恋人になりたい、というわけでもないのに……。というか、そういうことが今自分にできるわけがない、と思っているから……。

（恋人を作るような余裕が、気持ちにないんだよね。……ヤバい。今夜、ひとりでしちゃいそう）

　性欲はまた、別の話で。恥ずかしいけど、たまに自慰をしてしまう。こういう欲求は、どこかへ吐き出さないとかえっておかしくなる。

　その晩……わたしは佐野さんを思いながら、自慰をした。道具を買うことまでは恥ずかしくてしたことがなく、指先で慰めるだけ。でも……我慢していたせいかあっという間にイケた。

　自分でも、ちょっとどうかしてるな……と思った。でも、それをしたらすごくよく眠れた。




　翌日、目覚めるとすでに九時半を回っていた。日の高いうちに洗濯や掃除を済ませてしまいたいし、買い物にも行きたいので起きた。

　いつもの部屋着に着替える。グリーンの綿シャツにアイボリーの春物のセーター、チノのロングスカート。部屋着は同じものの色違いを数枚買って着まわしている。

（こんな格好じゃ、スタイリストだって言っても、信用してもらえないかもね）

　専門学校生だった二十歳くらいの頃までは自らのお洒落にも興味があったけれど、仕事を始めたら自分の格好にはあまり関心がなくなってしまった。

　実際に現場に行くようになると、自分は黒子なわけで目立つ格好など許されないし、自然にそうなっていったという理由もあった。

　要するに、地味になった。地味とはいっても素材の合わせ方にはそれなりにこだわるし、体に合わせるために既製服を手直しすることは慣れているので、いわゆるこなれたファッションを作って行くのは得意なほうだけれど。

　洗濯と掃除を済ませて部屋をすっきりさせ、エコバッグとスマホとお財布を持ってマンションを出た。

（そろそろ十一時か）

　最近使い始めたスマートウォッチで時間を確かめる。

　今日は木曜日で平日。午前の住宅街は人も少なくいつもの雰囲気だった。

　商店街へ向かうため、家々の間を縫うように張り巡らされた幅四メートルほどの細い道を歩いていると、前方に自転車が見えた。走っているわけではなく、その脇に男の人がいて、自転車は止めてある。

　しゃがんだり、中腰になったりして、自転車のあちこちを見ているみたい。点検でもしているのだろうかと思ったけれど、そこは道端なので、どちらかといえばなんとなく困っているような……？

（どうかしたのかな。ん？　あれは……もしかして佐野さん？）

　こちらに背を向けているから顔は見えないけれど、背格好がよく似ている。近づいていき横顔を後ろから確かめ、間違いない、と確信を持った。

（わ、うれしい！）

　そんな気持ちでついつい、声をかけてしまった。

「佐野さん、どうかなさったんですか？」

「あっ、柿崎さん」

　佐野さんは振り向きざまに言った。

（わたしの名前覚えてくれてる！）

　ちょっとうれしい。もう忘れられていると思っていた。

「いえ、タイヤがパンクしてしまったみたいなんですよね。どうしようかなと」

「そうなんですね」

　やっぱり困っていたようだ。見ると自転車は新しそうなのに、確かにかなりひどくパンクしている。このままでは乗れないだろう。

（相変わらず素敵だな）

　それどころではないのに、佐野さんを眺めながらついついそんなことを思ってしまった。

（それにしても……。うーん、佐野さんたら、今日も野暮ったい格好だなあ）

　デニムにグレーのパーカー、無難といえば無難だけど、元の見た目が素敵なだけに、もっともっとカッコよくなるのに！　と、惜しい気がしてしまう。

「このへんは自転車があったら便利そうだなと思って買ってみたんですけど、なんだか不良品に当たってしまったみたいで、ペダルを漕ぐと変な音がして、おまけにすぐにパンクしちゃったんですよ。参ったな」

「あの……もしかして引っ越してきたばかりですか？」

「そうなんです。お店をあそこですることになって、じゃあ近くに引っ越そうかなって」

（ずいぶん簡単に言うんだな……引っ越しってそれなりに大ごとのような気もするけど）

　頭の隅でそんなことを思いながら話を続けた。

「自転車、すぐに壊れちゃったなんてひどいですね。どこで買ったんですか？」

「ネットで適当なやつを。うーん、困ったな。店の名前も覚えてないや。どっかにデータはあると思うけど」

「ネットで、適当なやつ……ですか。それで、購入した店を覚えていない……？」

　佐野さんの言葉を反芻しながら、内心思ったことは、

（なんだろう。けっこう大胆な人なのかな。それとも、もしかしてこの人、天然なの？）

　生き馬の目を抜くような業界で生きてきたわたしからすると、なんだかいろいろ脇が甘いように思える。優し気で少しのんびりした感じなので、余計にそんな印象を受ける。

　でも……そんな話を聞いてしまったら、なんだか放っておけないような気もしてきた。

　ネットで購入したのならそりゃデータはどこかに残っているだろうけど、でも今すぐどうにかしなければならないのならそんなの無意味だ。自転車が壊れた、という現実は、インターネット上ではなく今ここで起こっているのだから。

「商店街に自転車屋さんありますよ。そこで修理してもらえばいいかも」

　わたしがそう言うと、

「そうなんですね、ありがとうございます。そこに行ってみます」

　佐野さんは笑顔を見せてくれた。ドキッとした。

（あーまずい、わたしたぶんこの人に弱い……）

　ずっと思い続けているのだから当然なのだが、すでに気持ちがぐらぐらしている。どうにかなるものじゃなくても、もう少し側にいたい。

「えっと、場所わかります？」

「いいえ」

「そこまで一緒に行きますよ」

「えっいいんですか？」

　佐野さんは嬉しそう。

「もちろんです」

　自転車を引きながら一緒に歩き始めた。

　平和な住宅街の中。天気もいいし、なんだか散歩をしているみたいな感じ。

「桜、咲きそうですね。蕾が膨らんでる」

　わたしが言うと、佐野さんも木の枝を見上げた。

「ほんとだ」

　自転車を引いているのは、もちろん佐野さん。

　商店街の外れの自転車屋までは二十分くらいかかる。歩きながら話をした。それでいろんなことがわかった。

　まず、佐野さんはあのお店が入っているマンションの最上階に住んでいるらしい。

（けっこう、高そうなマンションだけど……それも、最上階って……）

　住宅街の中にあるマンションだからいわゆるタワマンではないけれど、このあたりはもともと都内近郊の高級住宅街で治安の良さで有名な地域だから、新しいマンションはけっこういい値段がするし、賃貸料も高い。

（なんとなく佐野さんの見た目とは合っていない気がするんだけどなあ）

　見た目というか、ファッションと合わない感じ。って言ったら失礼かな。でも、そんなちょっと抜け感のある人だから、わたしは惹かれたのかもしれないけど。

　とにかく、あの店が入っているマンションよりはわたしの住むマンションよりもずっと新しい上、造作も豪華な雰囲気だ。最上階だったら、ますます高いはず。

（おしゃれなお店だったし、ああいうお店って、もしかしたらけっこう儲かるのかな？）

　そんな下世話なことまで頭に浮かんでしまった。小さい店だし、そんなに頻繁に売れるような商品を置いているとも思えないけれど。あの日だって客はずっとわたしひとりだったし……。

　わたしも自分のことを少し話した。住んでいるマンションが近所なこと、スタイリストをしていること。

「スタイリストさんなんですね。そうか、だからお洒落なんだ」

　佐野さんが感心したように言った。

「わたし、お洒落な恰好なんてしていませんよ。いつも普段着ばかりで」

「そうかもしれないですけど、色合いとか、なんか雰囲気がお洒落な感じがします。そうか、なるほど、そういうお仕事だからなんですね」

　感心されて、ちょっとくすぐったい気持ちになった。

　そして。二十分ほど歩いた末に自転車屋に到着し、あちこち調べてもらったところ、やはりタイヤのパンクだけじゃなくボディにもおかしいところがあるそうで、修理のために自転車を預けることになった。

　自転車屋を出ると、時刻はとっくにお昼を回っていて、十四時を少し過ぎていた。

「お腹空きましたね。わざわざ同行していただきありがとうございます。お礼に何かご馳走させてください」

　佐野さんがわたしを見つめて言った。

「えっそんな……気にしないでください」

　そう答えたけれど、

「それではこちらの気が済みませんから。お時間があるようでしたらぜひ」

　重ねて言われてしまった。

（うれしいけど……でも、いいのかな）

　休日であることはもう話してあったので、そう言われてしまうと断りにくく、結局そのまま食事に行くことになった。

「中華とかどうですか？」

　そう言われ、

「あ、好きです」

　即答した。

（中華なら、いいかな。この辺のお店なら値段も高すぎないだろうし。チャーハンもラーメンも好きだし）

　ちょっと気軽な気持ちになった。

　町中華の店は商店街にいくらでもあるので、てっきりそのへんに行くのかな？　……と思っていたのに……。

　佐野さんは大通りに出ると、走ってきたタクシーを拾った。

「じゃ、行きましょう」

　笑顔で言われて、タクシーに乗り込んだまではいいけれど。

　そこからは、驚きの連続で……。




（えっと……これ、いったいどうしたらいいの？）

　佐野さんが案内してくれたのは都内有数のラグジュアリーホテルの中の高級中華料理店だった。

（これは……中華とは言っても……思ってたのと全然違うんですけど！）

　ちょっとした感じで『中華に行きましょう』って言われて、そのお店がまさかこんなところだなんて、普通は夢にも思わない。

　おまけに、個室。まあ、服装を考えたら個室のほうがありがたかったけれど。いくらなんでも肩身が狭すぎたというか……。

（こんな格好で、来ちゃいけないところだよね？）

　佐野さんは何でもないような様子で、わたしがこんな格好で恥ずかしいとつい言ってしまったら、

「そうかな？　中華はそこまでドレスコードに厳しく無いですから。それに、個室にしてもらいましたし」

　と、あっさりした様子だった。

（いちおう、ドレスコードを考えて中華の個室にしたってこと……？）

　もしかしたらそこまで計算に入れて？　でも、そういう風に気が回る人には見えなかったんだけど……。

　店としても、カジュアルな服装なら個室のほうがいいだろう。こんな高級店なら、ちゃんと正装してきている人のほうが多いだろうし。店内の雰囲気を悪くしないためにも。

（来てしまったものは仕方ないけど）

　とにかく、びっくりしてしまった。

「ここは、美味しいのでよく来るんです」

「あ、そ、そうなんでね」

　まるで町中華のことを話すように言われても、返事に困ってしまう。わたしにとって中華とは、チャーハンでありラーメンであり餃子なので。

　確かに芸能人のお世話をしているし、贅沢な人には慣れているけれど……佐野さんに関してはそんな風に思っていなかったから、かなり戸惑っている。

　またこの個室が……たぶん個室毎に設えが違うのだと思うけれど……イタリアンモダンというか、とにかく中華、という感じじゃない。黒のテーブルには艶やかなシルクベージュのマットが置かれ、間接照明はすべてシルバー。椅子は座り心地のいい固めのソファ。座面はブルーグレイ。

（すごくいい雰囲気だけど、これ、浸っていていいもの？）

「コースでいいですよね」

「は、は……い」

（困ったな。こういうところのコースって値段はどれくらい？　安くて一万円くらい？　二万円くらいしても不思議じゃないよね。いや、もっとかな？）

　わたしは近所に買い物に行くだけのつもりだったから、お財布には確か……四千円くらいしか入っていない。

（詰んだ……割り勘は無理だ……あっカードならあるか）

　大したこともしていないのに、こんな贅沢なものを奢ってもらうわけにはいかない気が……しかしそれどころではなく、ウェイターが足音も立てずにやってきて、薬膳スープが目の前に置かれた。この人が今日のテーブル担当、ということのようだ。

　ほんのり黄色っぽい、透明なスープ。具は何も入っておらず、盃のような小さな器に入っている。

　料理の説明があり、希少なキノコを数種類蒸して、そのエキスだけを取り出したものだとのこと。

　温かいうちに、と優しい笑顔の佐野さんに勧められて口に運んだ。

（美味しい！）

　感動が頭の上まで突き抜けた感じがした。間違いなく、これまで飲んだどんなスープよりも美味しかった。

（すごい！）

　その後は、しばらくは何もかも忘れて食事を楽しんでいた。食事と、佐野さんとの会話が楽しすぎて。

　次々に見慣れない料理が運ばれてきて、どれもすごく美味しい。

　折に触れ、テーブル担当者とは別のソムリエらしき中年男性がテーブルにやってきて、料理に合うお酒を勧めてもくれて……ソムリエの説明を受けてから、佐野さんがお酒を選んでくれて、それがまたどれも天に上るほど美味しく。わたしはついつい飲み過ぎてしまった。

　美味しいものとお酒は、人にいろんなことを忘れさせてしまう力があるように思う。少なくとも、わたしは自分の立場や、佐野さんが最近会ったばかりの、よく知らない人だということを忘れかけていた。

（明日も休みだから……）

　そんな思いも、少しは手伝っていたかもしれない。とにかく、楽しくて、胸の奥が浮き上がるような幸福感があって。

　それはたぶん、料理が美味しいだけではなく、佐野さんが一緒だから……。

　佐野さんも楽しそうだった。その雰囲気で、わたしまで楽しく幸せな気持ちになった。話題は、わたしが買ったテラリウムのお世話の話や、佐野さんが引っ越してきたばかりだというので、近所のスーパーマーケットはどこがお勧めかなど、なんでもない近所の話題だったのだけど、会話のテンポが合い、なんだか弾んでしまうのだ。佐野さんは聞き上手でもあるし、それでいて的確に質問してくる。すごく話しやすい。

　最初に会ったときからわたしは佐野さんをどこか意識している。それは、やはり好意と呼ぶべきもので、でもわたしはその気持ちにまだ名前をつけてはいない。そんな状況ではないと自覚しているから。

　でもこうしていると、やっぱりなんだか気持ちが浮き立ってくる。

「柿崎さんと話していると、楽しいです。女優さんに気に入られるの、わかりますよ」

「えっ……そうですか？」

　個人名や具体的な話は避けながらも、わたしは仕事のことを少し話していた。

　すると、佐野さんは意外にも業界の事情に詳しいというか、こういった仕事について理解がある感じだった。

　それはちょっと不思議だな、とは思った。あまり芸能界に接点のある人には見えなかったので。

「そうですよね。曜日も時間も不規則で、忙しいですよね。何かあったら駆けつけなくちゃいけなかったり、華やかな業界に見えるけど、実際はすごくハードで、楽じゃない」

「そうなんですよ。でもなんか……佐野さん、詳しいですね」

　わたしがそう言うと、佐野さんは一瞬、虚を突かれたような感じになった。

「あ……。前、知り合いがそういった業界で働いていたんです。芸能人とかではないんですけど」

（そうなんだ……だから詳しいんだ）

　なんとなく納得した。

「そうなんですね」

　その後、すうっと話は流れて……。また近所の話に戻った。

　安くて品質のいいスーパー、美味しいラーメン屋。佐野さんはラーメンも好きみたい。そして料理の話にもなり、佐野さんも忙しいなりに料理はするらしいこと、でも海外に住んでいた時期に料理を覚えたせいか和食が上手く作れない、と。なので、

「わたし、何か作ってお届けしますよ」

　つい言ってしまった。

「えっほんとに！」

　佐野さんは本当にうれしそうで、わたしはというとちょっとドキドキしてしまった。

（いいのかな……佐野さんと接点が増えるのは、わたしはうれしいけど）

「じゃあ、ヒジキの煮物とかは……」

「作れます。持っていきますね！」

　楽しい時間は過ぎ、夕暮れ時になり、窓の外の日が陰ってきて……しだいに、かなり個人的な話にもなってきた。高層階なので、窓の外の眺めもすごくいい。

　自然になんだか、ロマンチックというか、妙な気分になってきてしまう。

（佐野さんて……本当に、素敵だなあ）

　見た目も素敵ではあるのだけど、それだけじゃなくて、なんだろう。家具に例えたら、飾り気のないシンプルな感じなんだけど、その材質がとてもよく、そこにいるだけで心地よくいられるような……。

　ドキドキしてしまう。どうしても。

　話は、お互いの年齢や恋人の有無などまで進んだ。

（これじゃほぼ、マッチングアプリでの出会いか合コンみたい。でも……）

　自制することが難しかった。佐野さんのことをもっと知りたくて。

　それでわかったのは、佐野さんは四歳年上の三十三歳で、バツイチだということ。

（バツイチ！）

　離婚は一年くらい前のことらしい。

　これにはけっこう、びっくりした。そもそも佐野さんは四歳も上に見えないのだけど、なんだか飄々としているせいもあって……結婚をしていたということも、ましてや離婚していたということも、わたしからすればかなり意外だった。

（離婚するような人には見えないけどなあ……どうしてだろう。こんな人が相手なら、わたしなら絶対に、別れたりしないけどなあ）

　話していたり、雰囲気で、穏やかな人なんだなとわかる。人にはいろいろあるんだな……と思った。

　わたしも尋ねられた。

「柿崎さんは、彼氏はいないんですか？」

（わたしのことになんて、興味ある？　こっちが尋ねたから、聞いてくれてるだけかなぁ）

　佐野さんのような素敵な人が自分に興味を持つだなんて思えない。けれど、ここは正直に……と思い、わたしに数年、彼氏がいないことを話した。

「可愛いのに、意外だなあ」

　そう言われ、

「そんなお世辞はやめてください」

　答えると、佐野さんはびっくりしたような表情で、

「お世辞なんかじゃないですよ。本当に可愛いですよ」

　真面目に言ってくれた。

（どうしよう……恥ずかしい）

　顔が熱くなってきてしまったのは、たぶんお酒のせいだけじゃない。

「最初にお会いしたときから、可愛い人だなと思っていました。あと、一緒にいて落ち着く感じがする。なんでだろうな？　今俺、すごく楽しいです」

　佐野さんも首をひねっている。少し口調もくだけてきているような気がするのは、夜の闇が近づいてきたからなのだろうか。

　わたしよりもお酒を飲んでいるはずの佐野さんは全く乱れていない。わたしはだいぶ酔っている気がするけれど、この人すごく強いんだなあと思った。本当に雰囲気が全く変わらない。ずっと優しい。

　それに、なんだかとても、声がいい。聞いているだけで心地いい。なんだか、このままだと──。

「佐野さんは、今は彼女っていないんですか？」

「いませんよ。さっきも言いましたよ」

　佐野さんは笑いながら答える。

　そうだった。なんでわたし、こんなことを繰り返し確認しているんだろう。おそらく、相当酔いが回ってる。

「ごめんなさい……」

「いいんですよ。でもそこ、気になるんですね、柿崎さん」

　佐野さんがふふっと軽く笑った。

（どうしよう。こんなつもりなかったのに、意外な展開……）

「わたしも相手、いないんです」

「それもさっき聞きましたけど……本当になんだかもったいないですね。柿崎さんはこんなに可愛いのに」

（何度も可愛いなんて言われたら、ドキドキしちゃうよ……どうしたらいいの）

「わたし、可愛くないですよ。本当に、可愛くない……」

　そう言いながら、胸がずーっとトクトクしている。やばい。これはまずい。

　社交辞令でもなんでも。今のわたしには佐野さんの言葉を否定したり茶化したりする余裕はないみたいだ。

「もったいないってどういうことですか……？　もったいないと思うなら……あの……」

　言いかけると、デザートが運ばれてきた。定番の杏仁豆腐といちごのシャーベット。ピンクがとてもきれい。

　スプーンで口に運ぶ。

「美味しい……さらっとしてて、甘くて」

「そうですね。いちごそのものの味が、さらに濃くなってる」

　温かいジャスミンティーも美味しい。でも、これでもうこの時間が終わってしまうのかと思うと、なんだか胸が苦しくなってきた。

（なんで？）

　自分でも戸惑うほど。

（これは恋、だよね？　たぶん……）

　わたしがぼうっとジャスミンティーを飲んでいると、佐野さんがゆっくり話し始めた。

「そうですね。何がもったいないんでしょうね。よくそう言いますけど。慣用句みたいになってますけど、考えてみたら理由がわかりませんよね」

　佐野さんが考え込んでいる。わたしのことばを受けて、どうやら真剣に悩んでくれているらしい。

　そして、佐野さんは、

「若いのに恋人がいない期間が長いと、使うべき体の機能を使わないから、とかでしょうか」

　至極真面目に言った。真面目だから変な意味には全く聞こえなかったし、佐野さんもそういうつもりで言ったわけじゃないのかもしれないけれど。

「使うべき体の機能……？」

　恋人がいたら使えるけど、恋人がいないと使えない体の機能って言ったら、いわゆる性的な部分……しかないではないか。

　わたしは戸惑いながらも、酔った頭で少し考えてみた。

　そして、思いついてしまった。この場で佐野さんに提案したいことを。

「あの。それならわたし、その部分を使いたいんですけど」

　と、申し出てみた。けっこう、思い切った。今じゃないと言えそうにない。

「使いたい？」

　佐野さんは何のことか一瞬わからなかったみたい。

「はい、使いたいです。恋人がいたら使うべき体の機能を、です。だって、ずっと使ってないんですよ」

　恥ずかしかったけれど、真面目な表情は崩さずそう言った。

　今度は佐野さんが黙ってしまった。ニコニコしていない。真顔で、ジャスミンティーを口に運んだ。

「ああ、そういう……でも……どうやって？」

「だから……。えっと……。佐野さん、相手をしてくれますか？」

（言っちゃった……）

　向かい合って、なんだか固い雰囲気。さっきまではあんなに和やかだったのに。雰囲気壊しちゃったかな。でも……どうしても言いたくて。今じゃないと、こんな勇気も出そうになくて……。

　そのまま、周りに誰もいないことを確かめて佐野さんに近づき、少し小さな声で、

「今夜、抱いてください」

　はっきり、そう言った。

　佐野さんは驚いた顔でわたしを見つめている。

　実のところ、一世一代の勇気を振り絞った反面、まだよく知らない人だから、むしろ言えたような気もする。

　思い切ったことを言った自覚はあったけれど、もう後に引けない。

　数年ぶりに会った、すごくタイプの人に、抱いてもらいたい。ダメだろうか。これは失礼な発言なのだろうか。セクハラだろうか。

　もちろん、断られたらすぐに引くし、お店にも二度と行かないつもりだ。迷惑はけしてかけない。

　こんなことは初めてのことだ。でも、この機会を逃すと、また数年、何もなく……女ざかりというものがあるのだとしたら、きっとそれが過ぎてしまうだろう。

　──今夜だけでも、構わない。

「えっ、柿崎さん、本気なんですか？　っていうか、どうしてですか？」

　佐野さんは言葉も無い様子で少し黙っていたけれど、やっと口を開いてくれた。かなり戸惑っている様子。

「本気です。この間初めて会ってから、ずっと佐野さんのことが気になっていたんです。だから今日も、声をかけてしまいました」

　佐野さんがわたしをじっと見つめていった。わたしも見つめ返す。

「……ほんとに？　実は俺もそうなんだけど……あの日から、柿崎さんのことが気になってた。また店にきてくれたらいいなと思ってた。でも俺、バツイチだし、こんなのは申し訳ないっていうか……」

「申し訳なくなんかないです」

「でも、いきなりは……。本当にいいの？」

　佐野さんの目が戸惑いで揺らいでいる。掬い上げるように見つめられ、その目に吸い込まれるようにわたしは黙って頷いた。

　個室で、ウェイターもいない。今は二人きり。

　佐野さんの顔が近づいてきて、わたしは瞬間、目を閉じた。唇に、軽いキス。

　たったそれだけで、電流みたいなピリピリが唇から下半身に向かって走った。

　唇が離れ目をあけると、佐野さんは、

「じゃあ、行こうか」

　と囁いた。







３・人は見かけによらない








　案内されるままに入った、ホテルの部屋の中で。

（どうしよう……。佐野さん、上手い！）

　シンプルで上品それでいてやっぱりどことなくゴージャスな、広いお部屋。スウィートなんだろうか。なんだかよくわからないけれど、ホテルの従業員の方に案内され、ここに来た。

　佐野さんは、真面目そうで、顔は美形だけど、服装とかには構わない感じの人で……。離婚してからは誰ともつき合っていないと、さっきは言っていたけど。

（この人、印象と違う……すっごい、上手だ……）

　気が動転している。建て直せない。抱きしめられて、そっと背中を撫でられ、そして……。

（やだ……どうしよう……気持ちいい）

　まだ、服もちゃんと脱いでいないのに。

　肌を触れ合わせてもいないのに。

　それなのに……。

「や……あっ……」

　お尻の下にはクッション。そのうえから両脚を押し開くようにされて、スカートが捲られ、ショーツの上に履いていたいわゆる見せパン──黒の綿ガードル──こんな下着、きっとデートなら履いていないけど──を脱がされて、ショーツの上から舌で女の急所を……蜜豆のあたりを……舐められ続けていると、体中から力が抜けて、甘い痺れに全身が覆われてくる。

　どうしてこんなことになってしまったのかわからない。もちろん自分から望んだからだけど、でも……こういう風にされるのは、想像していなかった。

　なんだか佐野さんって……わたしの想像をすべて超えてくる。

（不思議な人だ。それにしてもこんなの、ぜったいに反則……）

「あっ、あっ、あぁぁぁ……もう……だ、だめ……」

「ん？　そうなの？　じゃ、やめる？」

「えっ？」

　喘ぎながら目を開ける。佐野さんは真顔で、意地悪を言っているわけでも、冗談を言っているわけでもないみたい。

　まだほんの浅いつき合いだけど、とっさにそう感じたわたしはつい素直に言ってしまった。

「やだ。やめないで。あの……でも佐野さんが嫌じゃなければ……」

　そう言いながら、でも恥ずかしくて全身がすくむようだ。

「嫌じゃないよ、ぜんぜん。楽しい。続けさせて欲しいな」

　佐野さんの愛撫が素敵すぎて、なんだか自然にうっとりしてしまう。

（こんな男の人、初めてだよ）

　そう思った。わたしもさほど男性経験が多いわけでもないのだけど。人並みに性欲があるだけで……。そしてその……わたしの、人並みであるはずの性欲は、いま爆発寸前になっていて。

　佐野さんが再びわたしの急所を舌で責め始める。

（どうしよう、困った。いや……違うな、困ってはいないんだけど……）

　気持ちいいことに、困るも困らないもない。ひたすら気持ちいい。

「あっ……んっ……」

　気持ちよくて……堪えようとしても、嗚咽のような声が漏れてしまう。

（すでにこんなで、どうしよう。恥ずかしいよ）

「う……」

　両脚の間に佐野さんがいる。佐野さんの生温かい舌と唾液がわたしのショーツをぐっしょり濡らしてゆく。

　そしてわたしの体の奥からも……蜜がどんどん溢れてくる。

（恥ずかしいよ……）

　よく知らない人なのに……。身が縮む。胸の奥がばくばくと波打ってる。

「喜んでくれてるんだよね？」

　優しい声で確認された。この優し気な声が曲者、のような気がする。なんだか、どんどん甘えたくなってしまう。

「うん……」

　頷いた。

「脱がせるよ」

　そう言われ、お尻をちょっと上げた。佐野さんが脇にずれ、するするとショーツが引っ張られ、足首から抜かれる。

　そして再び、佐野さんがさっきと同じ位置に。わたしの秘所に目線を当てながら、つぷり、と右手の人差し指を差し込んできた。

「あっ……」

　たとえ指先でも、タンポンを使う習慣のないわたしにとっては、何かが膣の中に入ってくることはここ数年ほとんどなかったので、たったそれだけで息が上がった。

（どうしよう……わたし、けっこう狭くなってきているのかな）

　二十代で、四年近く性交渉のないわたしは、もしかしたらいわゆるセカンドバージンなのかも。

　そう思ったらますます、

（せっかくだから、いいなと思った人に抱かれておきたい）

　そんな気がしてきた。

　多くは望まない、ただ、それだけでいい。

「痛くない？」

　そう尋ねられ、首を横に振った。痛くはない。ちょっと違和感はあるけど……。でも、しだいにそれも、快感に変わりそうな感じがあって……。

「もっと……」

「もっと……何？」

「もっと、弄って欲しい……」

「そう。いいんだね」

　佐野さんの声はあくまでも穏やかだ。

　この人が興奮しているのかどうかわたしにはわからない。でも……さっきよりは少し、上気しているような。

　指が、さらに進んで来る。第二関節くらい……そのまま少し、探るように動かされる。くちゅ、と水音がして、わたしもどんどん上擦ってくる。

　粘膜を押し広げ、蜜をかきだすような動き……指先をくいっと動かしたり、ちょっと出し入れしてみたり。そのたびに喘ぐと、視線を感じた。

（観察されてる……？）

　テラリウムでもアクアリウムでも、大事なのはわずかな変化に違いない。静かに丁寧に見守る目。

（わたしも自然の一部ってこと？）

　女の興奮も、大きく捉えたらきっとそうだ。

「あ……あっ……」

　くちゅ……とねっとりした水音が響く。どんどん蜜が降りてくるのがわかる。

「バスタオルでも敷く？」

「あっ……だ、大丈夫……」

　なんだかもう、いろんなことを考える余裕がない。指一本の動きで、どんどん追い詰められてる。

（だからもう……なんでこんなに上手なの？）

　ひとことで言うと、焦らされてる感じ。気持ちいいところを繰り返し繰り返し、撫でる。もっと、と腰が上がってしまう寸前で止められる。そしてまた始まる。

　ぐい、と指がさらに奥まで沈められた。佐野さんの指の腹がわたしの敏感になっている膣壁を擦りつつ、下腹部の裏側をトントンと触る。内股がビクンと震え、ぬちゃぬちゃと粘着質な水音が響く。

「あっあっ……そこ、ダメ、あ……」

「えっと、ここかな……」

　小さくつぶやき、愛撫は引き続き静かに続けられた。

（へ、へんな感じ……）

　自慰するとき、わたしの指では届かないところに、佐野さんの指は届くみたい。

　いつも自分で探るとき、もしかしてこの少し奥に、もっと気持ちいい場所があるに違いない……と思う、その、疼く場所を──佐野さんは指先でそっと刺激してくる。

「ど、どうして、そこ」

　つい、口に出してしまった。

「ん？　どうしたの？」

　佐野さんの返事はあくまでも優しい。

「どうして、わかるんですかぁ……」

　喘ぎながらつぶやいた。

　蜜を垂らして感じている自分が恥ずかしい。でもどうしようもない。羞恥心と快楽がせめぎ合い、もう何がなんだかわからない。

「どうしてって……俺も探り探り、だよ。柿崎さんのここ、触るのは初めてだから。大丈夫、痛くない？」

「痛く……ないです」

　気持ちよくて、いろんなところから水が溢れてきそう。蜜だけじゃなくて、変だけど、口から涎が零れそう。

「こんなに潤んで、俺の指を締めつけてくれるなんてうれしいよ」

　甘い囁きで、ますます蕩けてしまう。

　佐野さんはけして強く触らない。それなのに──わたしはどんどん追い詰められてゆく。

　前の彼氏は、こんな風にはしてくれなかった。もっと性急で、指先の力は強くて。それが普通だと思っていたけど、

（こういう愛撫も、あるんだ……）

　そっと撫でたり、優しく押したり、擦ったり、ちょっとだけトントンしたり。そんなさりげない刺激で、わたしはどんどん切なく、甘く、どうしようもなくなってゆく。

（どうしたらいいの。気持ちいい……。気持ちよすぎて、おかしくなっちゃいそう……）

　体に力が入らない。太腿が内側に寄っていく感覚……でもそうできないから、ブルブルと震える。知らず知らずのうちに、喘ぎ声が漏れる。

「あっ……あんっ……んっ……」

「ん。指だと……これくらいがギリかな、中は」

　佐野さんが探りながら言う。

　わたしはただ、薄く目をあけて……喘ぎながら、佐野さんを見つめるだけ。言葉も出ない。佐野さんはというと……意外と落ち着いているように見える。わたしを観察しているような。それがさらに、わたしの羞恥心を煽る。

（わたしはこんなに、感じてるのに……）

　花弁も内側も熱い。こんな風に愛撫されたことは生まれて初めてで、その気持ちよさについていけない。

「だいぶ……緩んできたね。これなら指を二本入れても……大丈夫かな。柿崎さん、本当にずいぶん、セックスしてないんだね」

　頷く。その通りだし……。

（え。二本？）

　指が増やされた。膣壁がさらに広げられ、感じる箇所を探し回るかのようにクニクニと指先が動く。

「ひゃ、あ、あぁん……」

　二本の指が、わたしの蜜壺を蹂躙するかのようにゆっくりと抜き差しされたかと思うと、次はバラバラに動いたり──。わたしは我を忘れて何度も嬌声をあげる。

「あんっ、あ、あ、あぁぁっ」

　指だけで達してしまいそう……と思った、次の瞬間に。すうっと指が抜かれた。

　佐野さんの顔が再び、わたしの秘所に近く。

「うっ……」

　自分の手で口を塞いでしまった。大きな声が出てしまいそう。

　佐野さんの舌先で……。潤み切った秘所の、花弁の両側を一枚一枚、舐られる。その次に膣の淵を丁寧に。優しく、ぬめりを広げるように。

　さっきよりもさらに、舌先に温度を感じる。熱くなっている気がする。指でトロトロになったところを、さらに舌で、なんて──。

（ダメもう、何も考えられないよ……）

　高みにのぼってゆく。戻れない道を。押し上げられてゆく。

「ふ……は、う、うぅ……あぁぁ……く……う」

　快感がどんどん高まり、必死にシーツを握った。何か握っていないと、落っこちてしまいそうだ。

（落っこちるって、どこに……？）

　上半身は脱いでいない。これって性交渉って言えるんだろうか？

　でもすでに、体の、一番秘められたところをさらけだしている。その場所からはひっきりなしに蜜が溢れ出ている。自分でもわけがわからない。

　たった一部分だけをひたすら責められるなんて、想像もしていなかった。

　じわじわとした熱が高まる。ゆっくり時間をかけて、花弁、そして膣の中に舌が差し入れられ、蜜を舐めとられる。恥ずかしいという感覚が次第に麻痺していく。だって、溢れ出るものは止められない。お尻のほうまで垂れている……。

　じりじりした。切ない。背筋までビリビリする。

　秘豆が、はち切れそうなほど膨らんでいるのがわかる。そこに熱がこもり、溜まっているのを感じる。

　でも、強くされたらたぶん痛い……。

　佐野さんの舌がその周りを優しく愛撫し始めたとき、たったそれだけでビクビク痙攣してしまった。すると、舌の動きが止まる。すぐにはイかせて貰えない、加減されているらしい。

「あ、あ、あぁぁ」

　もどかしくて腰を揺らし、突き上げてしまった。羞恥心と快感の戦いで、快感が勝ってしまった……。すると、思いがけないほど強い力で抑えられた。佐野さんの雰囲気が少し変わる。冷静さが少し消えた。

（あっ……）

　その腕の力に、当たり前だけど、佐野さんは男の人なんだ、と実感した。

　押さえつけられたまま、舌が秘豆を優しく捉えた。柔らかく舐められ、包まれ、少し押された瞬間に、

「くぅぅぅぅぅっ！　イクうっ！」

　膣奥と秘豆、両方に電流のように快感が走り、ガクガクと体が揺れた。ぶしゅ、と内側から蜜がほとばしり出る。

「あ、あ、ああぁぁぁ──」

　堪えようとしても体が、膣が、ヒクヒクして止まらない。

「すごいね……柿崎さん。いっぱい、溢れてるよ。気持ち良かった？」

「あ……あ……すごく……すごく気持ち良かった……」

　呼吸がおかしくなりそうで、喘ぎながらやっとそれだけを言った。すると、佐野さんがぎゅっと抱きしめてくれた。

「良かったよ……感じてくれて……すごく可愛かった」

　わたしは目を閉じ、なんだか安心してしまい、気が遠くなった。




　目覚めると、朝だった。

　どうやら、酔いも手伝って大胆に眠りこけてしまっていたらしい。

　佐野さんはすでにいなかった。

（えっ。もしかして……あきれ果てていなくなった？）

　自業自得ではあるものの悲しい気分になりながら起き上がると、ベッド脇のナイトテーブルの上にメモが置かれていた。

『午前中に用事があり、いったん帰宅して向かわなければならないため、早朝に出ることにしました。柿崎さんは今日、お休みと伺っていたので、ゆっくりしていってください。支払いは済ませてありますので、好きな時間に出ていただいて構いません。ご連絡先がわかりませんので、何かあればこちらまで知らせてください。よろしくお願いします』

　末尾に、携帯電話の番号と、メールアドレスが書いてあった。

（どうしよう……）

　頭を掻きむしりたいほどの申し訳なさに襲われた。時刻はなんと九時。完全に寝過ごした。

　佐野さんが出て行ったことには全く気がつかず。我ながらぼんやりしすぎだ。早朝ということは、五時くらいに出たんだろうか。

（昨夜は……いわゆる、セックスはしてないんだよね……）

　わたしがしたいとお願いし、わたしが舐めてもらって、満足させてもらっただけ。

　挿入してない。

　要するに、セックスしてない。抱かれてない。エッチは……わたし的にはしてるけど……佐野さん側からみたら、してない。

　これがまた……かなり気持ちが落ち込んでしまうというか。いっそのこと、抱いてくれれば良かったのに、と思う。男性があそこまでしてくれたのに、それ以上しなかっただなんて……。わたしが眠ってしまったからだろうか。申し訳ないけれど、でも……。

　おまけに高級中華料理も、こんなゴージャスなホテルの部屋代も、すべて佐野さんが払ってくれたわけで……。

（わたし、超自分勝手というか、佐野さんに対して失礼極まりないことをしてしまったのでは？）

　次の日、朝早くから用事があったのに、黙ってあんなことにつき合ってくれて……。

（舐めてくれただけだなんて……）

　朝から顔が真っ赤……というか、真っ青……。

　はっきり言ってもう、どうしたらいいかわからない。

　わたしはバスルームにシャワーをしに行った。広くてきれいでゴージャスなお風呂だった。でも湯船にお湯を張るほどの気力もなく、ただただぼうっとシャワーを浴び、香りのいいシャンプーやコンディショナーやボディソープで自分を洗い流すと、少し気が紛れた。

（それにしても……）

　佐野さんって何者なんだろう。ぜんぜんわからない。謎。一緒に一夜を過ごして、ますますわからなくなった。

　でもわからないからかえって、そそられる。

　ついついボーっとしてしまい、出しっぱなしになってしまっていたシャワーを止めた。

（妙な人を好きになっちゃった……。どうしよう、困ったな。でも、好きだ。これはかなり、好きみたい）

　最初に会ったときからとてもタイプで気になる人だったけれど、近づけば近づくほど惹かれてしまう。

（こんな気持ち初めてかも。それどころじゃないのになあ。困った……）

　自覚すればするほど、ある意味つらくなる。仕事に追われる大人になれば、恋心なんて日常生活の邪魔でしかないから。

（佐野さんへの連絡は……どうしよう、すぐには考えられない。なんだか恥ずかしくて……佐野さんは優しいからああいう風に書いてくれているけれど……もしかしたらわたしが連絡したら迷惑に思うのかも……）

　わたしはため息をつきながらバスルームを出た。




　ホテルを出て帰宅すると、満足していたはずの自分の部屋が少し殺風景に思えた。リビングの白木のキャビネットの上に置かれた苔テラリウムだけが気持ちを癒してくれるものだった。

　窓の外のいつもの風景も、昨日とは違って見える。なんだか索漠としているというか……。

　ふうっ、とため息をつき、家事を始める。何も考えないで手を動かしていると、少し気分がマシになる。

　掃除を済ませるともうお昼を過ぎ夕方近くて、いつのまにかお腹が空いていた。冷蔵庫を整理するために、残っていたレタスと卵と冷凍ごはんでレタスチャーハンを作った。

　それにわかめの味噌汁、りんごを剥き、きゅうりとにんじんのぬか漬け。いつも通りの晩ごはん。

　ぬか漬けは、実家から貰って来たぬか床を、夏場は冷蔵庫、冬場は室温で管理し、ずっと使っている。忙しい毎日だけど、これだけは続いている。出張のときは塩で蓋をしたり、工夫しつつ保たせている。

　ひとり暮らしが長いので、食事には気を使うようになった。自分が健康でいないと、仕事もできないしこの生活も続けられない。スタイリスト業界は家事能力が高い人がなぜか多い。こまめで器用なタイプが多いからだろう。そんなスタイリストあるあるで、家事全般はどちらかというと得意なほうだ。ぬか漬けは乳酸菌が豊富だし、これくらいは別に苦にならない。

　ダイニングテーブル等は無く、リビングに冬にはこたつになるローテーブルとふかふかの座椅子を置いて、いつもそこでご飯を食べている。

　佐野さんが書いてくれたメモは一応持ち帰ってきた。それをテーブルに置きしみじみと眺める。

　近所に住んではいるけれど、佐野さんはわたしの住所は知らないはず。メールアドレスや電話番号も知らせていないし、メッセージアプリでも繋がっていない。

　だから、このまま知らないふりをしていれば、そしてお店に行かなければ、もう佐野さんには会えないことになる。

（そのほうがいいんだよね。きっと、本当は……）

　すごく迷っていた。ああいうことがあった場合、こちらから連絡するべきなのか否か。そしてそれがどういう意味を持つのか。

　メモにはわざわざ、自分の連絡先を入れてくれている。前にも名刺を貰っているけど、念のため、ということだろうか。

　ここまでしてくれたのだから、恐らく、連絡しても迷惑ではないのだろう……とは思うけれど。

　わたしも佐野さんのことがすごく気になっている。でも、つき合いたい……みたいな具体的な気持ちではない。

　仕事が忙しいし、不規則だし、ここ数年恋人がいないのも、それどころじゃないからというだけでなく、できたとして続かなそうだから……というのが大きい。この業界には、そういう人がけっこう多い。つき合うにしても、事情をわかってくれる同業者だったりする。

（尤も、これまで別に好きな人もいなかったんだけど……いたらどうだったのかな）

　数年前の彼氏というのは美容師だった。友達の紹介でつき合い始めて、最初は良かったけど、しだいに疎遠になり……よくある別れ。今思えば、そんなに好きじゃなかった。たぶん向こうもそう。

　大して盛り上がりもしなかったことに、わたしは無意識のうちに傷ついていたのかもしれない。自分は恋愛に向いていない──と。

（セックスも、あまりよく無かったなぁ）

　とにかく、入れたい出したい、そんな感じのセックス。舐めてもらったことなんて、ほとんど……ない。

　そしておまけに。美男美女に囲まれていると、異性に対しての感性が麻痺してしまう部分がある。カッコいい人を見ても何とも思わなくなるし、知り合う人とは現場限りなことが多いし、仕事が終わったら解散で後に続かないし、恋愛なんて生まれる余地がなかった。

　だから……。

（ひさびさのときめきに、身を委ねてみるというのは、いいことなのかな？）

　食後の緑茶を飲みながら、ボーっと考え込んでしまった。

　そりゃ、素直に考えたら会いたい。でも……。自分の中でまだ、ブレーキがかかっている感じ。

（明日からまた、忙しいから……）

　本当は、気になっているけれど……。

　連絡するのはやめておいた。







４・やっぱり、会いたくなって








「柿崎さーん、髪直して」

　ドラマの現場は殺伐としていた。別の事務所から来た若いアイドル上がりの女優が何度もＮＧを出して、うちの大御所である明日香さんがイライラし始めたのだ。

　黙って側に行き髪を整えると、明日香さんが愚痴を言い出した。

「今日、暑くない？　寒暖差、いい加減にして欲しいわよね」

　スタジオでの撮影だから天気は関係ないといえば無いし、空に文句を言ってもしょうがないのだが、これは明日香さんなりに気を使っているのだ。天気に文句でも言ってないと、おそらく、新人女優の悪口を延々言ってしまいそうなのだろう。

　それはさすがに、この場では言いにくい。本人に伝わるだろうし。

「そうですね。昨日は寒かったのに今日は暑くて、ファンデーションの種類、変えたほうが良かったかもしれませんね」

「まぁでも、この色は気に入っているからいいわ。あーあ、わたしはさっさとこの場面を終わらせて、次の準備がしたいのに」

　確かにそうで、明日香さんは他のドラマや映画でも引っ張りだこだし、旅番組のロケも多いから、この現場にばかり時間を使っているわけにはいかないのである。

　わたしはこの場ではほぼ付き人に近い役割を果たしていて、衣装のチェックだけでなく、髪も直せばメイクも直す。ドラマに付き添っている制作側のメイクさんもいるのだが、明日香さんは気難しいので慣れた人間以外に自分を触らせるのを嫌うのだ。

　なぜわたしが気に入られたのかは謎なのだけど、このおかげで仕事が多く、お給料にも反映しているので、たまにとんでもないわがままを言われることがあっても、多少のことは仕方ないと諦めている。

（我慢できなくなったら、そのときはそのとき……）

　間もなく本番が始まり、わたしは様子を見ながら控えていた。

　明日香さんはさすがのベテラン芝居で場をまとめ、わたしもホッとした。

（わがままなところもあるけど、なんだかんだすごい女優さんよね）

　明日香さんのことは尊敬している。尊敬しているからといって、好きっていうわけでもないけれど。

　長引くかと思われた撮影だったが、明日香さんが早めに終わらせたかったこともあるのだろう、監督も芝居に満足してくれてビシッとシーンが終わった。

　その日の帰り、夕方、電車の中で──わたしは思い切って、佐野さんにメールした。

　あれから、五日ほど経っている。ほとぼり……のようなものがあるのなら、それは少し冷めたような気もする。

　勝手な思い込みかもしれない。でもそんな気がするし、仕事も一段落ついたので、やっと連絡したくなったのだ。

『先日はありがとうございました。そして、失礼なことをしでかしてしまったのでは……と恐縮しております。ご迷惑でしたらすみません、またお店に寄らせていただけましたらうれしいです』

　散々迷って、それだけを書いた。あれだけのことをしておいて、連絡しないというのも、どうなんだろうと悩みに悩んだ末。

（それだけじゃないな……）

　下心も、無いとはいえない。女にも下心というものはある。

　すると。間もなく返事が来た。早い。

『いま、どちらですか？』

　驚きと嬉しさがこみ上げる。

『電車の中です。帰るところです』

『それなら、良かったらお店にいらっしゃいませんか？』

『はい、わかりました』

　胸の奥がじわりとして、うれしくなった。




　どきどきしながら、そうっと、ドアを開ける。

　お店に着くと、佐野さんはちょうど閉店の準備をしていた。

「今日、もうおしまいですか？」

「うん。ちょっと待ってて」

　なんとなく、佐野さんの雰囲気がくだけているような気がする。なんだか、わたしよりもリラックスしているような……？　あんなことがあったのだから当たり前かもしれないけれど。しばらく連絡しなかったこと、お礼を言っていないことを、わたしは気にしていたけれど、佐野さんのほうではどう思っているのか、様子からは伺えなかった。

　佐野さんが店のドアにカギをかける。一緒に出た。

「今日、うちに寄って行ってよ。この上だから」

「え、いいんですか？　いきなり……」

「いいよ、もちろん」

　佐野さんは笑顔だ。

　マンションの入り口のオートロックを解除し、案内されるままにエレベーターに乗り、わたしは最上階の佐野さんの部屋に入った。

（うーん。いきなり、おうち、か……）

　ちょっと思考が止まったけど。でも、普通についてきてしまった。

　佐野さんの行動は何だかいろいろと、意外過ぎるのだ。唐突なようでいて、そうでもないような。

（やっぱり、不思議な人だな）

　芸能人じゃないことは確かだけど、この間からずっと、想像を超えてくる。

　それで、佐野さんのお部屋はというと。

　まず、広い。玄関から、もう広い。まるでマンションじゃないみたい。

（なんか、すごいんですけど！）

　明るい色の無垢材の床も、一般的なマンション仕様のものには見えない。インテリアは、イタリアンモダンな感じを基調としていて、アクセントカラーの配色が素晴らしい。からし色のソファが洒落ている。大きな熱帯魚水槽と、コンソールテーブルの上にさりげなくテラリウムが置いてある。掃き出し窓の外にはテラス。何やら、木が見える。まるで森みたい。暗いからわかりにくいけど、まさか屋上庭園？　個人宅なのに？

「す、すごい、ですね」

　ちょっと言葉を失ってしまった。それくらいしか出てこない。

　まさか今日、会えるとは思っていなかったので、地味な仕事着姿で来てしまったことが悔やまれた。この間買った、薄いグレーのブラウスに、黒のパンツスーツ。我ながら色気のない格好だと思う。でも仕事ではいつも、こんな感じなのだ。佐野さんは春物っぽいネイビーのニットに、ボトムはいつものデニム。こちらも相変わらず洒落っ気はない。

「すごいって何が？　あ、そのへん、座って」

　佐野さんはそう言いながらキッチンの中に入って、何やら作業を始めた。

「あの、お部屋が……すごく立派というか……お洒落で」

「あー、これは俺じゃなくてデザイナーを入れたんだ。落ち着く感じにしてくれって頼んだら、こんな感じにしてくれて。まぁまぁ満足してる。えっと、柿崎さんは食べ物のアレルギーとか、嫌いなものなんかはある？」

　なんとなく、納得。ファッションセンスがいまいちってことは、この部屋も本人の趣味でこうなったとは考えにくいもの。

　それにしても、

（なんでこんな贅沢仕様？）

　やっぱりなんだか、混乱しっぱなし。でもこの状況は現実に展開されているわけで……。

「アレルギーは特にないです。嫌いなものもほとんどないです」

　とりあえず、問われたことに返事をする。

「そう。すぐに作れるもので申し訳ないけど、今夕飯をつくるからそこで待ってて。お腹、空いてるでしょ？」

「えっそんな……。ありがとうございます」

　昼に弁当が出たけれど、明日香さんの付き添いでそれどころではなくて半分以上残してしまった。確かにお腹は空いている。

（いいのかな。手間をかけさせてしまう……）

　内心焦りながらそう思った。

　手伝う、と言ったけど、手伝わせてもくれない。座ってて、とにっこりされてしまった。

　佐野さんがどこかのスイッチを入れ、静かに音楽が流れ始める。リビングにはバルコニーに面している南側の掃き出し窓の他に、東側にも大きな窓があった。わたしは近くまで行き、外を眺めた。このマンションは八階建てで、わたしの部屋からは見えない光景が広がる。

　ちょうど少し離れた駅が見え、電車が走って行くのも見える。

（移動とか、変化って……）

　自分の意思と関係ないところにも存在するんだろうか。

「出来たよ。簡単なもので悪いけど」

　キッチンの方から声がした。

（早い！）

　作り始めて、十五分くらいなのに。お肉を焼いている音がしていたと思ったら、もう？

「はい」

　わたしは返事をし、皿を運ぶのを手伝った。

　ワンプレートごはん。これは……ポークソテー？

　メインのお肉、ごはん、そしてフレッシュサラダ。栄養バランスの取れた晩ごはんだ。ローズマリーのいい香りが漂う。

「あっという間に、すごいですね。それに、すごくいい香り」

　テーブルにお皿を並べながら言うと、佐野さんはなんでもなさそうに、

「あり合わせでごめんね。肉は朝、ハーブ塩とオリーブオイルに漬け込んでいたんだ。ローズマリーはテラスに鉢植えがあるから、肉料理のときはしょっちゅう使ってる」

「それにしても、手早いし、上手で……こういうのってどこで覚えたんですか？」

「アメリカに数年住んでいたことがあって。外食だけじゃ体調を崩しそうだったから、そのときに無理やり覚えたというか……だからあっちの材料でできるものが主になってさ。この間も話したかもだけど、和食がちゃんと作れないんだ」

「あっ。そうだった。今度、ひじきの煮物、作ってきますね」

「ありがとう、うれしいよ。あ、何飲む？　ワインもビールもあるけど……果実酒のソーダ割もできるよ」

　わたしはコケモモ酒のソーダ割をもらい、佐野さんはビールをグラスに注ぎ、乾杯をして。食事が始まった。

　その時間はやっぱり、すごく自然で楽しくて。連絡を迷っていたのがまるで嘘みたいに感じた。

　佐野さんの不思議に、まるで取り込まれていくみたいに、わたしは馴染んでいく……気がした。




（怖い……）

　電車が走ってゆくのが見える。

（なんだか、馴染み過ぎてしまうというか……知らず知らずのうちに、佐野さんのことをどんどん好きになってしまいそう……それが……少し怖い）

　そう感じた。佐野さんはすごく優しいのに。だからかもしれないけれど。

（なんだか、別の場所に連れて行かれそう……）

　ここはわたしの家から歩いて五分くらいの、品のいいマンションの、最上階角部屋の一室であり、わたしは連れて来られたのではなく、自分から来たのに。

　なんだか足元がすうっと消えていくような。不思議な浮遊感……。

　隣のリビングから、水槽の濾過機の音がわずかに響いてくる。あとは、何の音もしない。壁が厚いマンションなのだろう。

　食事と後かたづけを仲良く終えたわたしたちは、東の窓側になんとなく並んで、外を眺めている。電車が何度か発着した。見ていると飽きない。

　それにしても、

（佐野さん、なんでこんなにお金持ちなんだろうな？）

　あの小さなお店だけで、こんな生活ができるもの……？

　いくら世間知らずのわたしでも、そうだとはやはり、思えない。

「ね」

　佐野さんが静かに言った。

「何考えてるの？」

「いえ、あの……あそこ、電車が」

「うん、この部屋からよく見えるね」

「でも外の音、ぜんぜんしませんね」

「壁も厚いし、窓も防音だからね」

「そうなんですね」

　わたしの部屋は壁が薄いからもっと外の音が聞こえます、なんて貧乏くさい話はやめておこう。

（これは……どうしよう……ロマンチックな気がする……ちょっと複雑ではあるけれど……でもやっぱりロマンチック……）

　素敵な人と素敵な空間にいて、ただ外を眺めてるだけなのに。

（だからこそ、かな……）

　非日常だ。いや、佐野さんにとってはここが自宅なんだから日常だろうけれど、わたしにとっては完全にこんなの、非日常。

　ロマンチックな状況に、理性が砕けてしまいそう。

（砕けてもいいってことかなぁ……）

「ね」

　佐野さんに優しい声で呼びかけられた。ハッとしてそちらを向く。

「キスしてもいい？」

　優しく見つめられ、カァっ、と顔が熱くなった。……この部屋に来たときから本当は期待していたけれど、やっぱりなんだか怖い。怖いけれど。

（今日こそは！）

　わたしは頷いた。

「んっ……」

　一瞬のうちに佐野さんの顔が近づいてきて、あっというまに唇を奪われた。

　この間は、レストランでの、本当に軽いキスだけ。だから、佐野さんとの初めての、ちゃんとしたキスだ。

　いつのまにか目を閉じていた。佐野さんの唇は、少し厚みがある。その唇で塞がれると、

（なんか、食べられちゃうみたい）

　ふわりと宙に浮いたような感じ。自分が無くなっていく、消えていくような。それと同時に、胸の奥から高揚感が沸き上がってくる。

　唇が離れ、目を開ける。

「あ……佐野さん」

「柿崎さん、すごく可愛いね。ごめん、キスしたくなっちゃって。もう一回してもいい？」

　頬を両手で挟まれた。優しい触れ方。佐野さんを見上げる形になり、わたしは再び頷く。優しい瞳に蕩けそうになる。

「ん……」

　さっきよりも、顔がゆっくり近づいてきた。目を閉じ、受け入れる。最初はチュッ、と軽く吸われ、そのあと何度も角度を変えながら唇を押し当てられる。

（あっ……まただ……）

　この間と同じ。焦らされている……感じがする。何度も何度も確かめるように、わたしを優しく誘うように、軽いキスが繰り返される。

　わたしの唇の合わせ目は、いくらか開いているのに。

　もう、欲しくなっているのに……。佐野さんの舌を。

　気持ちいい。すっごく気持ちいい。こんなに軽いキスだけで、こんなに気持ちいいなんて。

　頭の後ろがじわじわと重くなっていく。体の中の水分がとろりと……下腹部に集まってくる……。

　キスの感触に蕩けていると、佐野さんが舌先でわたしの唇の合わせ目を横にスライドするように舐めた。

（あっ……）

　予告だ。これから口の中に入りますよ、と。

　佐野さんは、けして天然な人ではない、と気がついた。ちゃんとこちらを観察してる。様子を見守っている。

　なんで、おかしな勘違いをしていたんだろう。この人はたぶんまったく、ぼんやりしていない。

（この怖さは……）

　絡めとられそうだから、なのかもしれない。

（嵌っちゃいそう……）

　佐野さんは別に罠をしかけているわけじゃない。たぶん、わたしが勝手に嵌って、勝手に落ちる、それだけの話。それが怖い。

　この間の経験から、佐野さんがすごく上手だ、って知っている。わたしは抗うことができない……。

　佐野さんの舌が唇を割って入ってきた。

「んっ……ふ……」

　ディープキス。もう何年もしていなかった。佐野さんの温かい舌が、わたしの舌にぶつかる。心臓がこれ以上ないほどドキドキし始めた。

（どうしよう……）

　ただただ、夢中になった。わたしも佐野さんの舌を貪る。ずっと待っていたから、もう止まらない。佐野さんはというと、わたしを落ち着かせるかのように頭や肩を撫でながら、次第に深く……舌の根元まで探るように、舐め回してくれた。

（幸せ……）

　人生の途中に、こんなことがあるなんて。思ってもみなかった。必要ないとも思っていた。そんなことはなかったんだ。

　うっとりと、蕩けていると……佐野さんがスッとわたしから唇を離した。目を開けると、見つめ合った。

「今日はもう……遅いかな。そろそろ、帰る？」

　わたしはびっくりした。

（キスだけで、帰されちゃう！）

　それだけは避けたかった。だってわたしはどうしても、この間の続きがしたいのだもの。ここで突き放さないで欲しい。必死だった。

「あの……お願いです。抱いてください」

　わたしは一生懸命に言ったけれど、佐野さんはどこか戸惑った表情を見せた。

「でも……」

「この間の続き、したいです」

　再度、言う。佐野さんには、こういうことははっきり言わないと伝わらない気がした。

「ご迷惑でなければ……」

　佐野さんが黙っているので、小さな声でつけ加えた。だんだん恥ずかしくなってきた。

「迷惑なんてことは……ないよ。でも……本当にいいの？　まだ知り合ったばかりだし。もう少し、関係を深めてからでもいいのかな、と俺は思うんだけど」

　佐野さんの言っていることのほうが、大人としてたぶん正しい。でも……わたしはもう、それどころじゃなくなっている。

（なんでこの人、こんなに冷静なの？）

　たぶん、最初からそうだったのに、わたしが気がついてなかっただけ。

　わたしが落ち込んで黙っていると、

「でも……俺たぶん、もう止まれないよ。今日は、柿崎さんが途中でダメって言っても、やめてあげられない気がする。それでもいいの？」

　佐野さんが手を伸ばしてきて、わたしの髪の先に触れた。ただそれだけでも、わたしはまるで肌に触れられたみたいにビクッとしてしまった。

「佐野さん……」

　どんどん上気してくる自分を、上手く制御できない。

「なんでそんな潤んだ目で俺を見るの？」

（わたしの目、潤んでるの……？）

「俺はね……今日、柿崎さんに会えてすごくうれしいよ。うちに来てくれて、俺のごはんを食べてくれたことも。こんなこと、こんな気持ち、本当に久しぶりで……。俺も正直、戸惑っているんだ。だから……」

　骨ばった長い指がわたしの頬に触れた。そしてその手はわたしの背後に回り、すうっと引き寄せられ、抱きしめられた。

「明日は、休み？」

　確認するように尋ねられた。わたしは頷いた。

「そっか。じゃあ、あっちの部屋に行こう」

「ひぁっ……」

　抱き上げられてびっくりし、わたしも抱きついた。そのままわたしは、奥の部屋まで運ばれた。







５・夜に蕩ける








　大きな部屋に、広いベッド。これはたぶん、キングサイズというやつ？

　カーテンはたぶん、遮光。サイドボードの上にも、苔テラリウム。うちのものよりも大きい。

「あっ……」

　ベッドの上に置かれたかと思うと、するするとあっという間に、黒のジャケットが脱がされ、ボトムが足から引き抜かれた。

「かけとくね、ここに」

　佐野さんがわたしの服を部屋に置かれた木製のハンガーラックにかけてくれた。スーツだから気を使ってくれたのだろう。

　下着姿にされてしまい……。まさか今日、こんなことになるとは思っていなかったので、ブラジャーもキャミソールもショーツも、グレーと黒の色気のない色柄のものだ。アウターに響かないように、ということしか今朝は考えなかったから。

（恥ずかしい……）

　毛布を抱き寄せ、体を隠すようにした。

　佐野さんが近づいてきて、ベッドに腰かけると、トップスのニットを脱いでしまった。たぶん下着代わりに来ていたグレーのＴシャツも脱ぐ。

（わ……すごい、カッコいい身体）

　そういえばこの間は、わたしの、しかも下半身だけ脱がされて、佐野さんは脱いでいなかったから、裸を見るのは初めてなのだ。

　痩せているけれど、筋肉がしっかりとついている。腕も、胸板も、逞しい。こんな素敵な男性の上半身を生で見るなんて、ドキドキしてしまう。

（俳優さんたちのは見ているけれど……でも引けを取らないよ……）

　わたしがじいっと見つめているので、

「どうしたの？」

　尋ねられてしまった。

「あの……佐野さんの体、カッコよくて……」

　そう言うと佐野さんは少し笑って、

「ありがとう。でも、普通だろ……。それよりも、お願いがあるんだけど、いいかな？」

「なんですか？」

「名前で呼んでくれないかな。明仁、って。だって俺たち、これからそういう関係になるんだろ？」

　ちょっと甘い声。

（あっ。なんか口調が変わったな）

　こういうの、恋人モードっていうんだろうか。

「わかりました。あの……じゃあわたしも、陽菜って呼んでください」

「わかった。敬語もやめようね」

「はい。……あ、う、うん……」

　急には変えられないかもしれないけれど、これからベッドを共にするのだから……きっとそのほうが自然。

「陽菜……」

　毛布ごと、押し倒された。上から唇を塞ぐようにキスされる。名前を呼ばれたことと、キスをされたことが重なって、胸の中のモヤモヤが一気に爆ぜて、わたしは夢中になって佐野さん──じゃなくて明仁の首に手を回した。

（好き……っ）

　確かな感情が胸から体中に広がっていく。

（わたし、この人が好きなんだ）

　気は合うけれど……まだよくわからないところが多い人なのに、おかしいかもしれないけれど、初めて会った時からどんどん思いが強まっている。もうどうしようもないところまで来ていた。

　明仁の舌が入り込んで来る。わたしの舌と絡まり合い、まずは上の口が……ひとつになっていく。夢中になっていると、ふと唇が離れ、明仁の手がわたしの下半身に伸びた。

「あ、あっ……」

　ショーツがはぎ取られ、ベッド下に落とされる。その少し乱暴な行為で、わたしは明仁が、わたしの想像よりもずっと興奮していることを悟った。

　何も身に着けていない下半身がさらされる。その上、明仁はわたしの両足首を掴んで広げた。

「や、あ……」

　思わず手を伸ばしたが、上手く届かなかった。潤い始めた蜜壺や花弁に、エアコンで調整された空気があたる。けして寒くはないはずなのに、秘部だからか少し冷たく感じる。

　部屋の明かりは関節照明だけだけど、真っ暗ではないので、張り付くような視線を感じた。

「は、恥ずかしいよ」

　小さな声で言うと、

「ごめん、もう、止められないかも」

　静かに言われた。

　口調は静かだけれど……言葉は少し怖い。

　お尻をずり上げようとしたけれど、引き戻されてしまった。

「隠そうとしないで」

　明仁の指先が、花弁に触れた。じゅ、と内側から染みでそうな感覚があり、恥ずかしくて堪えようとしていると、指はそのままスッと蜜口に滑ってきた。

「ひ……」

　ぬち、ぬち、と音を立てて、明仁の長めの指の第一関節が蜜口の中に入り込み、埋まっていく。

「あっ……」

　固いものが入ってくる、その感覚に喘いだ。膣壁を擦る、固くて骨ばった男の指。

「は、は……」

　無意識のうちに、呼吸が早くなっていく。痛みはない。でも、何とも言えない違和感が……。違和感とはいっても、なんだかそのうちにこの感覚は、気持ちよさに変ってしまいそうな感じがして……。

　指が第二関節、さらに奥まで──と進んでいくと、お腹の奥がギュッと疼き、そこから蜜が溢れてくる感覚があった。

　指はさすがに最奥までは届かないけれど、入り口から恥骨の裏側あたりまでをかき回されるたびに、お腹がギュッギュッと縮むような感覚に襲われる。そして、わたしの膣壁が、もっともっと……と蠢き、指を締めつける感じさえあった。

（指だけでこれなのに……挿入されたら……どうなっちゃうんだろう。わたし、大丈夫なんだろうか）

　久しぶり過ぎて、想像もできない。ただただ、今体に起こっている快楽だけを甘受していた。

「あっ……あ、あぁんっ……」

「濡れてるね、すごく……」

　明仁の声も、どこか上気しているように感じられる。

「あっ、んんんっ……」

　奥まで差し込まれた指がゆっくり抜き差しされる。指の腹で内側を擦られ、そのたびに蜜が奥から溢れ出る。内股がビクビク震える。

「う……」

　蜜口がさらに広げられる。充分に濡れそぼっているので痛みはないが、つい体に力が入って、何度も息を吐いてしまう。

「は……」

　二本の指でをあちこち探られた。あるとき、腰がビクン！　と跳ね、

「ここだね」

　恥骨の裏側あたりの、感じるポイントが暴かれてしまった。そこをトントン……とされるたびに、奥だけでなく、ギュン、と敏感な蜜豆にまで刺激が走る。まだ、蜜豆には一切触れていないのに……。

「や……あ……あっ……」

　我慢しようとしても声が出てしまう。そのたびに、

「可愛いよ、陽菜。とっても可愛い……もっとよくしてあげる」

　静かに囁かれ、心も体も同時にだらしなく蕩け始めた。

（こんなセックス、初めて）

　経験も少ないし、そんなにセックスが気持ちいいと思ったこともなく、寂しい時には自分で慰めることで事足りていた。

（どうしよう……こんな感じを知っちゃったら、もう元に戻れないかもしれない）

　ここに来てしまったことを、少し後悔した。今さら、遅いけれど。でも。

（知って良かったのかも。この先、こういう人には出会えないとしても……）

　明仁の指はゆっくりと抜き差ししながら、急所を撫でたり軽く押したり、そのたびにわたしは嬌声を上げてしまうのに、速度も強さも変わらない。そしてそうされていることで、蜜はますます水のように降りて来て、恥ずかしいほどに溢れている。自分の意思ではそれは、全く止められない。

　奥を穿ったまま、ぐるりと手首を返す動きや、指先をバタ足のように動かして蜜の音を立ててみたり。そのたびごとに、身悶えするような快感が奥からどんどん沸き上がってくる。

（ゆ、指だけでこんなに気持ちいいなんて……）

「んぁっ、く、う、うぅ」

「すごい。びしょびしょだよ」

「も……う、無理……」

　何が無理なのか自分でもわからないけれど、すでにわたしは追い詰められつつあった。

「何言ってるの。これからなのに。さっき、この間の続きをして欲しいって、言ってたよ。あ、そうか、続きってことは……そろそろこうして欲しいのかな」

「え……？　あっ……」

　明仁の体が下がる。そして太腿の間に……あられもなく濡れそぼった秘所に……顔が近づいてくる。

「やっ……」

　恥ずかしさに、手のひらで自分の顔を覆ってしまった。目を開けていられない──。熱い吐息がかかったかと思うと、ぐちょぐちょになっているに違いない割れ目を温かい舌がなぞるように動いた。

（気持ちいいっ……）

　あくまでも優しい手技に焦らされ続け、さらに舌で……。敏感になり切ってる体はただそれだけで奥まで快感が届き、待ちかねたようにヒクヒクし始める。

「んっ、くふぅっ……」

　ざらりとした舌が秘裂をねっとりと舐める。快感が背筋を這いあがる。ぴちゃぴちゃと、舌で蜜を舐めとる音が静かな寝室内に響く。

　目を開けると、むき出しの秘部に顔を埋める明仁が見えた。淫靡な光景に頭の芯までじりじりと焼かれるよう。下半身から上がってくる愉悦は耐えられないほどにわたしを苛んだ。

「あ……明仁……やだ……恥ずかしい……」

「……こういう恥ずかしいことをして欲しかったんじゃないの？」

　ちょっと意地悪な言い方は、たぶん、わざと。明仁は微笑んで、

「陽菜のここ、すっごく美味しいよ。もう少し味わわせてよ。……いいだろ？」

　そう言って再び舌を這わせ始めた。

　そして──。たぶん明仁は最初からそのつもりだったのだろうけど──。とうとう、充血して立ち上がった、敏感になり切った花芯を、明仁が唇で捉え、舌で舐り……。

　悲鳴をあげて尻を跳ね上げたわたしを押さえつけて、秘豆を舌で押しつぶし、さらに甘噛みされ、わたしは一気に絶頂へと押し上げられた。

「ああああっ！」

　嬌声を上げながら達してしまった。奥からドッ……と、蜜が溢れ出てくる。わたしは何度もビクビクと痙攣していて、お腹の奥が熱くて……。明仁はそんなわたしを落ち着かせるように優しく、舌で蜜を舐めとり続けていた。

　びっしょりと汗をかきながら達したわたしを、明仁はしばらくの間優しく抱いていてくれて。そして、わたしの息遣いが少し落ち着いたころ……。

「んんっ……う……」

　唇の合わせ目からぬるりと入り込んで来る舌。まだこうやって肌を合わせるのは──前回は厳密には肌を合わせてはいないけれど──二回目なのに、明仁のやり方に少し馴染んできたような気がする。わたしはどこもかしこも緩み、身を委ねている。

　こんなにも安心して、体を任せられる男性がいたのだと、まだ定まらない頭でぼんやりと思った。

　無防備な口中は自由に蹂躙され、それが心地よい。明仁もいくらか慣れて、強引になってきているような……。

　キスの刺激で、背中をぞわぞわと快感が蠢く。さっき達したばかりなのに、わたしの体はすでに次の快感を求めているみたい。お腹の奥も、じわりと熱い。

（こんなになっちゃったのに、まだ指と舌だけ、なんて……）

　背中に手を回され、器用な手つきで、キャミソールの上からブラジャーのホックが外された。

（この人が器用なのって才能なのかな。それとも、女に慣れている……？）

　こんなに愛するのが上手いのだから、経験は豊富なのかもしれないけれど、そう不誠実な人には見えない。

　バンザイさせられて、キャミソールとブラジャーが脱がされた。

（裸になっちゃった……）

　どこか心許ない。

「あっ……」

　男の大きな、少し骨ばった手で乳房を掴まれた。

「形がよくてきれいだね。やばい、興奮する……」

　明仁がつぶやく。そして息が少し、荒くなった。

（もしかして、我慢していたの……？）

　そんな気がした。だって前回も今回も、明仁はいつもわたしに奉仕をしてくれるだけで……。

（申し訳ない……。たくさん抱いて欲しい……）

　明仁の手の中で、わたしの乳房が形を変えていく。まだ先端には触れられていないのに、手のひらに少し擦れただけで固くしこってくのがわかる。

　両脚の間に明仁の体があるので、閉じられない付け根部分から、再び蜜が溢れ出す。

　明仁は優しく胸を揉みしだいているだけなのに、先端や、股間の蜜豆がチリチリと疼きながらさらなる刺激を求めて温度を上げ始めた。

「んっ、んっ……」

　キスは断続的に続けられていて、わたしの体は、埋められていないのは穴だけ……という状態。声もろくに出せず、話もできない。頭はぼうっとしているのに、体はどこまでも敏感になってゆく。

　目の端から、涙が零れた。

（気持ちいい……）

　浮遊して揺蕩う感じ。ふわりと持ち上げられ、気持ちいいところだけ探られ、でも絶頂でなはなく、その手前……。

　わたしは無意識に、胸を反らし、明仁の手のひらに胸の先端を押し付けた。すると唇が離れ、

「陽菜はけっこう、エッチなんだね。でもそんなところも、好きだよ。気に入った……」

（あ。好きだよって言ってくれたの、初めてかもしれない）

　会ったばかりでこんなことになって、まだつき合っているわけでもないのだから当たり前だけど……。

「こうされたいんだろ……？」

　明仁も、上気している。興奮しているとわかる。

「あっ……」

　明仁の指先が、わたしの左胸の張りつめた先端を捉えた。

　ぎゅむ。触れられて、さらに膨らんだ尖りを指で軽く潰される。その状態ですりすりと先端を撫でられる。

「んっ……くぅっ……」

　お腹の奥からさらに蜜が溢れ、お尻の穴の方まで濡らしていく。

「う……」

　キスされ、すぐに舌を絡められた。体中の穴が半開きになっているような感覚。唾液が口の端から流れる。呼吸が上手くできない。朦朧としていく。

「あ、あぁぁ」

　唇が離れたかと思うと、右胸に吸いつかれた。ぬるついた温かな感触の舌に、ねっとりと、乳輪のあたりから中心部へと皺をなぞるように舐め回される。そして……舌先で先端を押しながら、押しつぶす。

「んっ、う、あ、はぁ……ん」

　さらに甘噛みされると……下腹部まで快感が走った。閉じられない脚をぎゅっと寄せる。じゅっ、と溢れて出てくる蜜が恥ずかしくて……。

　男の骨っぽい指が蜜口から差し込まれた。さっきよりは、スムーズだった。すぐに指が二本に増やされ、膣壁をかきわけるように奥まで侵入してくる。探るように内側をなぞられ、少しコリっとしている下腹部の、恥骨の裏側の部分を押されると、爪先まで震えが走る。

「んっ、んっ、くはぁ……っ」

　花弁や蜜豆にも蜜が広がり、明仁の指でかき回されることによってさらに溢れ出してくる。ぬちゅぬちゅと、いやらしい水音だけが響き渡る。

「すっごい、濡れてる……。可愛いね、陽菜……」

　明仁の声で、ぎゅっと縮むような快感が蜜豆にますます集まってくる。

（お腹の中が熱い……ざわざわ、もやもやする……）

　行き場のない熱は蜜口や蜜豆や胸の先端にまで届き、どこも熱くて気持ちよくて、しまいには蕩けて無くなってしまいそうだ。

「も……だめ……助けて」

　明仁の首に縋りついて、そう頼んだ。

　すると、そっと手を外されて、

「俺も……そろそろヤバい」

　明仁が言った。真剣な瞳。

（あっ……）

　太腿のあたりに、熱く滾っている明仁のモノが当たって、そのとき初めて、わたしはすでに明仁が裸になっていたことを知った。

　目線が吸い寄せられてしまった。

　久しぶりに見る、男の人のモノ……。地味ではあるけれどきれいな顔立ちの明仁の……と思うと、それは似つかわしくないほどに赤黒く怒張して、しかも……すでに蜜が雫になって、先端を濡らしていた。

（すごい……）

　言葉にならず明仁を見つめる。明仁は避妊具をつけ、わたしの股間の蜜口へと自身の先端を押し当てた。そして──すでに十分にぬかるんでいる入り口へ、じゅぷ、と先端がくびれの部分まで入り込む。

「入れるよ……」

　切なげな声だった。

「あっ……」

　久しぶりだからか、圧迫感があった。指とは全然違う。大きい……。

　そのままゆっくり、狭い道を押し広げるように、明仁のモノが入り込んで来る。わたしはシーツを掴み、圧迫感を堪えた。

「んっ……う、うぅ……」

　欲しくてたまらなかったモノで、埋められていく。こんな圧迫感はこれまで感じたことがない。でも痛くはない……気持ちいい……。

「あぁっ……」

　明仁の背中を抱きしめる。爪を立ててしまったかもしれない……。膣壁がモノの形に広がり、さらに奥へと導くように、ぬめりを増やしてくれる。

「ん……陽菜、力抜いて」

「んっ……は、は、はぁ……」

　喘ぎながら脱力する。興奮と緊張で、つい力が入ってしまう。

　自然にずり上がってしまう体を引き戻され、さらに押し込まれた。

「あぁっ……」

　とろとろになっていた蜜壺が、さらにこれでもかと広げられ、とうとう最奥へ。ドン、と、たぶん、子宮の入り口に当たった。

　そして……。

「あんっ、あ、あ、ひあぁ！」

　いきり立つ怒張を呑み込ませ、じゅぶ……じゅぶ……とゆっくり、明仁が腰を前後に動かし始めた。

　媚肉が蠕動しながら、明仁のモノを包み込む。擦られることで膣内が広がり、蜜が増える。

　久しぶりだから痛いかも……と思ったけれど、ぜんぜん痛くない。

（このために、たくさん、ほぐしてくれたのかな……我慢して）

　お腹の奥にある、大きくて硬くて熱いカタマリがどんどん、存在感を増していく。ナカで、ますます大きくなっていくみたい。

（どうしよう……入ってるだけで気持ちいい……）

「あー、すごく気持ちいい。陽菜……俺の名前を呼んで」

「あ、明仁……」

　なんだかまだ、名前を呼ぶのが恥ずかしい。

「可愛い。もう決めた、一緒に暮らそう。今日から」

（え？）

　一瞬そう思ったものの、わたしの返事なんて言う暇もなくキスで唇を塞がれた。そのまま、腰を揺すられる。

「んっ、んっ……」

　抜き差しされる肉棒が、時折一番奥で止まったり、先端が蜜口に引っかかる感じがよくわかって、そのたびごとにわたしは嬌声をあげた。

「あっあっ、あぁんっ、すごいっ……」

　揺らされながら……結合部に目線がいった。赤黒く怒張したモノが蜜穴に出入りしている。そのたびごとに蜜が白く泡立ち、ぐしゅっと奥からかきだされている。

（どうしよう、わたし今本当にセックスしちゃってる……）

　なんだか現実ではないみたい。こんなこと……こんなすごいこと……。

　気持ちが、体に追いつかない。アソコも、お腹の奥もすごく熱い。そしてお腹の奥の熱さは……どんどん下がって行って。そこを何度も連打され、わたしはもう、息もつけないほど。

（溺れそう……）

　明仁が少し下がり、乳房の先端──乳首を口に含み、舌を絡めてしゃぶり始めた。

「ひゃ……う、うぅっ……」

　甘い痺れが背筋をビリビリと走った。膣穴までがヒクつく。足をバタつかせるものの、それはどこにも届かないし、抵抗にもならない。

　明仁は乳首をちゅうちゅうと吸い、しゃぶり続ける。むしゃぶりつくような様子で、抽送もやめない。わたしの理性も切れ飛んだ。

「あんっ、ああぁっ、気持ちいい、もっと、もっと……！」

「俺も……めちゃくちゃ気持ちいいよ」

　明仁の腰の振りがますます激しくなり、わたしも、もっともっと、と腰を押しつける。最奥をこじ開けるように、ぐりぐりと押し込まれる肉棒を、自分の意思など入らぬままぎゅぎゅっと膣壁が咥え込み、勝手に締めつける。

「あっあぁぁっ、もうダメぇっ……！」

　濡れた肉同士がぶつかり合い、せめぎ合う。肉棒のエラが内奥をかきだすように動く。恥骨の裏あたりの、気持ちいい場所も擦り上げられ、奥を穿たれる。

「この方がいいかな」

　明仁の声は意外と冷静で。次の瞬間、手のひらでわたしの下腹部あたりを包むように押さえた。そしてさらに突き上げる。

「んぁっ、あ、あぁぁぁぁっ！」

「うぅっ……俺も……イキそう」

　明仁の目が赤く充血しているようにみえる。明仁も限界に近いのだと感じた。

　気持ちいい場所に容赦なく肉棒を突き込まれ、下腹部を押さえられることで擦られる範囲が広がった。逃れられない悦びに全身が支配される。

「うっうっ、くはぁっ、ぐぅっ、ん、ん、んあぁぁぁぁぁっ、い、イク、イクぅーっ！」

　情けないほどに乱れた。ぎゅっと体中が縮み、爪先がピンっと伸びる。膣壁と膣奥が同時に痙攣し、それがしばらく続いた。

「あ……あ……あ……」

　達したあと、体からすべての力が抜けた。意識も抜けそうで……でもかろうじて残っていて……力が抜けたわたしの中でさらに抽送が繰り返され、そして温かな……明仁の出したもので満たされる感覚を味わった。







６・同棲、発動！








　ひじきの煮物。肉じゃが。わかめときゅうりの酢の物。豆腐とネギの味噌汁。カブのぬか漬け。

　そして、炊き立てのごはん。

（まさか、本気とは思わなかったなあ……同棲とか）

　今日は午後のまだ浅い時間に仕事が終わり、早めに帰って来られたので、夕飯作りをさせてもらった。

　明仁のマンションに引っ越してきて一週間。わたしが夕飯をちゃんと作るのは初めて。今日の仕事帰りにメッセージアプリから連絡をしたら、

『それはうれしい。ひじきの煮物、作ってくれる？　あともし注文できるなら、日本の普通のお惣菜みたいなのが食べたいんだけど』

　と、明仁はかなり喜んでいる様子だった。

（初日にぬか床を持ってきて、ぬか漬けだけはこれまでも出していたけど。日本の普通のお惣菜がいいってことは、このメニューで、いいかな？）

　とりあえず、平凡なよくあるメニューにしてみた。

　これまで一週間ここで暮らして、なるほどと思ったのは、人間はどこで料理を覚えるかで、作れる基本メニューが違ってきてしまうらしいこと。

　明仁はアメリカで数年暮らしていたときに自炊を始めたので、手に入りやすい材料や調味料が異なるということもあり、サラダやソテーは作れても、いわゆる日本の普通のお惣菜、特に煮物などは苦手になってしまったのだそう。

（料理のセンスは、すごくいいのに。煮物が苦手っていうのは、不思議だなあ。まぁいいか、二人で作ることによって、料理のバリエーションが増えるんだし）

　周囲を見回す。一週間経つけど、まだ慣れない。不思議な感じ。なんだか風景が贅沢過ぎて。毎日ホテルにいるような感覚。実際にわたしは、スーツケース一つでここにやってきたので、なんとなく旅行気分ではある。あ、スーツケースの他に、ぬか床や植物、テラリウムも持ってきたけど。生き物たちとは一緒にいないといけないので。

　あの夜、あのまま倒れるように眠って、次の日の朝。わたしはお休みで、明仁も店を休み、二人でわたしの部屋に荷物を取りに行った。

　わたしはまさか、セックスのときに言ったひとことが本気とは思っていなかったのに、明仁に『さっそく荷物を取りに行こう』と言われて、いわば流されて、同棲を始めてしまった。

　荷物は二人で手分けして、ちょっと往復して、持ってきた。

　明仁とは一緒にいて自然な感じで、ノリが合うので楽しいから、初日は何も考えずウキウキと過ごしてしまい、次の日からは普通に出勤した。

　二人で暮らし始めたといっても仕事は相変わらず忙しく、ここ数日は帰宅が二十二時くらいで、明仁が作っておいてくれた晩ごはんを一緒に食べて寝るだけだったので、ろくに会話をしていない。なのでまだお互い、突っ込んだ話はしていなくて、明仁のことはよく知らないままだ。

　それで……一週間ほど経った今になってなんだか、本当に一緒に暮らしているんだなあとしみじみとしている。

　ウッドとシルバーの枠の壁掛け時計に目をやると十九時で、まもなく玄関のチャイムが鳴り、明仁がにこにこと帰ってきた。

「ただいま。誰かがいるところに帰ってくるのって、うれしいものなんだな」

（ん？　バツイチじゃなかったんだっけ……）

　ふとそんなことを思った。結婚していたら同居していたと思うのだけど。

「おかえりなさい。すぐごはんにする？」

「うん、お腹空いてる」

　明仁が洗面所で手を洗い、テーブルにやってきた。酢の物やぬか漬けやひじきの煮物、そしてメインディッシュの肉じゃがに、ごはんと味噌汁を並べる。

　ここ数日で、明仁もわたしも、お酒は好きだけど毎晩じゃなくていい……ということがわかったので、飲み物は冷たい棒茶を作っておいた。棒茶はほうじ茶に似た味だけど、少しすっきりしているような気がして好みなのだ。

「うわ、すごく美味しそう……」

　明仁はダイニングチェアに腰かけ、感動している。

「美味しいかわかんないけど……口に合わなかったらごめんね」

「そんなことないよ！　もう匂いだけで、美味しいってわかるよ」

　食事が始まり、わたしはダイニングテーブルからちょうど見える位置にあるテレビをつけた。ニュースが流れ始めた。

　わたしは芸能事務所で仕事をしているので、テレビはよく見るほうだ。どこに誰が出ているかのチェックと、現場に出たときの会話のため。明仁もドラマやドキュメンタリーやニュースなど、適度にテレビからも情報収集するタイプのようで、そんなこともあり、食事のときにはテレビをつけることが多い。

　明仁は、わたしの作った晩ごはんをすごく喜んでくれた。

「もう俺、最初の日に、ぬか漬けに感動したんだけどさ……。陽菜、料理が本当に上手だね。何を食べても美味しいよ。それに……陽菜がきてから、家もきれいだし、クローゼットの中もなんだか……。俺、こんなに幸せでいいのかな。おまけにめちゃめちゃ、可愛いし」

「ねえ、そんなに人を褒めまくって、歯は浮かないの？」

「それでいて、けっこうクールだったりするところも、好みだよ」

　明仁がわたしを見る。何気なく見つめられるだけでドキドキしてしまう。

　アメリカにしばらくいただけでなく、ヨーロッパや、他の国にも滞在していたらしく、もしかしたらわたしが想像するよりも明仁の海外生活歴は長いのかもしれない。まだあまり詳しくは聞いていないのだけれど。

（歯が浮くようなことを平気で言うあたり、特にそう感じるなあ）

　だからこそ、日本の普通のお惣菜が好きなのかもしれないな、と思った。

　そんな感じで、楽しく会話していたのだけど……。ふ、と明仁が黙った。テレビに目がいっている。表情が、少し険しい、ような……。アラサーくらいの年齢に見える、きれいな女性がしゃべっていた。ニュース番組の特集の枠のようだ。

（ん？　この人、見覚えがある。そういえば最近、ワイドショーとかのコメンテーターもしているよね。名前は……斉さい田だ綾あや乃の、っていうのか）

　確か……海外問題に精通する経済アナリスト、だったような……。大学の先生もしているみたい。

「知り合い？」

　わたしの口から言葉が飛び出た。もしかしたらこれが、虫の知らせとか第六感とかいうやつかもしれない。

　明仁が驚いた顔でわたしを見た。

「あ、いや……あの……うん。知り合いだな」

　そう言ってから、思い直したように、

「こういうこと、黙ってるのもなんだから……。もう終わったことで陽菜には全く関係がないから言うけど、彼女は元同級生で、前の奥さんなんだ」

　淡々と話してくれた。

「えっ、そうなの？」

「うん」

　その話はそこで終わりで、明仁はもうそれ以上、その話題に触れようとしなかった。

（バツイチは知っていたし、前に結婚していた人がいるというのは理解しているけれど……。要するにすごくきれいで、優秀で、そういう人が前の奥さんだったのね。なんで別れたのかなぁ）

　こういうことを根掘り葉掘り聞いてはいけない気がする。本当はもう少し事情が知りたかったけれど、

（そういえばわたし、つき合おうとは言われていないよね……）

　セックスした勢いで同棲しているような感じだから、結局改まってそんな話は出ないまま時間が過ぎている。

（ますます、聞きにくいよね。自分の立場も曖昧だし……）

　番組の特集枠も終わり、元奥さんが画面から消えた。話題が別なものに移り、明仁と明日の予定について少ししゃべった。さっきの話は、なんとなく宙ぶらりんのままな気がする。

　わたしはさりげなくしていたけれど、実は少しショックを受けていた。なんだか急に、いろんなことに現実感が出てきたような気がした。自分の立場や、相手の過去……。人間は生きていればいろんな状況を経験するわけで、それは良いことも悪いこともあって、仕方ないとは思うのだけど。

（ああいう人とわたしって……とりあえず、タイプがぜんぜん違う……明仁はどうしてわたしと……？）

　わたしの胸の中に、小さな石が入り込んできて取れなくなった。

（ま、過去は過去なんだから、仕方ないよね……）

　とりあえずそう思って、自分の中でおしまいにした。




（はぁぁ。今日は、長引きそう……）

　昨日から泊りがけで、わたしは明日香さんのロケに付き添っていた。地方局の旅番組のゲストであちこちの温泉を回る……という、この世界を知らない人から見れば楽な仕事じゃないの？　と思われそうなロケなのだけど、実際はそんなこともなく、過酷だ。

　地方局のディレクターの仕切りがなってなくて、スケジュールが詰め込まれ過ぎていて現場が地獄と化してしまった、という感じ。時間がどんどん押して、みんなピリピリしてる。

　暗くなれば撮れるはずの場面が撮れなくなる。食事の時間もろくに無い。明日香さんが不機嫌になるのも、当然と言えば当然なのだった。

「すみません。昨日撮れなかった、宝木山牧場でのファーストカット、今日これからお願いしていいですか？」

「はーい大丈夫でーす」

　返事をする明日香さんの顔が能面のようだ。これは……超、怒っている。だって今日は昨日より天気が悪いから。おまけに羊と一緒にだなんて、そう上手く羊が側にくるものなのかどうか、わたしは知らない。

　そのせいか、待ち時間が長い。ぜんぜん始まらない。まさか羊を集めるところからやっているんだろうか。

　羊集めくらいならわたしも手伝いたいくらいだけれど、女優さんをひとりにすることもできない。

　こういうときには、明日香さんが気分よくいられるように、とにかく雑談を振られたらそれに応えて、気分を上げていくのがわたしの仕事だ。

「えーっ。柿崎さん、同棲始めたの？」

　明日香さんは恋多き女性なので、恋バナが好きだ。なので、明仁とわたしのことを少し話してみた。

「同棲っていうか、そこまで大げさな感じではないんですけど……。自分の部屋もそのままですしね」

　かれこれ、一緒に暮らし始めて二週間くらい経つけれど、忙しいこともあり、わたしの部屋はそのままになっている。明仁に、もし部屋を賃貸に出すなら知り合いの不動産屋を紹介すると言われているのだけど、それはまだ断っている。

　だって、いきなり始まった同棲なのだからいつまで続くのかはっきりしていないし、つき合って欲しいと言われていない以上、まだ彼女というわけではないような気もするし。

　明仁は恋人のように接してはくれるけど……海外生活が長かったと知り、もしかしたらわたしとは感覚が違うのかもしれない。自分から尋ねてみればいいのだろうけれど、なんだか勇気が無くて聞けないでいる。

　だから今の状況は、同棲というよりかはちょっとした旅行気分、と言えなくもない。毎日、楽しいのは事実だけれど。

「何言ってんの、それを同棲っていうのよ。それにしても急ね。柿崎さんこの間まで、彼氏は何年もいないって言ってたのに、いざとなると手が早いのね」

　明日香さんが笑いながら言った。

「明日香さん、そんな……本当にたまたまですよ。わたしもこんなことになるなんて思ってもみませんでした」

　ちなみに明日香さんはバツ三で、今は独身で、かわいいトイプードルと暮らしている。自立した魔性の女は、最終的には男と暮らさないものなのかもしれない。

「それにしても、いきなり一緒に住もうだなんて、変わった男ね。どこで出会ったの？」

（きたきた……）

　根掘り葉掘り聞かれるのは、普段ならもちろん嫌だけど、今日はそうも言っていられない。明日香さんの気分を上げることが第一なのだから。

（まぁ、わたしの話なんてどうでもいいことの筆頭だからね。軽い話題としてちょうどいいんだよね……）

　そんなことを思いながら、わたしは明仁との今回の経緯を語った。近所のショップで出会い、自転車が故障しているところに遭遇し、その日のうちに関係してしまい、そのまま一緒に住んでいる、という。

　明日香さんはけっこう面白がってくれた。とりあえず良かった。

「へえ～。そんなこともあるのね。でもそんな、すぐに一緒に住んだりなんかしたら、飽きられるんじゃない？　どうやらその彼氏、ずいぶんお金持ちみたいだし」

　魔性の女の毒舌には慣れているので気にならない。

「飽きられるとかそういうのは、もともときれいだったり個性的だったりする人の話ですよ。わたしは飽きられるほど、最初から何も持ってないんですよ」

「そういう理屈、あるかしら。柿崎さんって案外面白いのね。でもまぁ若いとそんなもんかな」

「えーそうですかー」

　重くならないように軽めの返事を返しつつ、内心、

（確かにそうかもしれないな）

　と思っていた。

「そうよ。これでもわたし、心配してあげてるのよ。そのお金持ちの彼氏と、柿崎さんが上手くいきますように、って」

　面白がりつつも、明日香さんは意外と真剣にわたしの話を聞いてくれた。意外といい人であることも、最近はわかってきた。

「たぶんだけど、その男、ぜったいに不動産を持ってるわね。それも、かなりの。だから余裕があるのよ。不動産じゃないとしても……何かとにかく、お金がじゃんじゃん湧いてくるようなものを持っている。そうじゃなかったら、若いのにそんな生活、できないよ。世の中そんなに甘くないもの」

「そ……そうなんですか？」

　断言されてしまった。明日香さんにそう言われると、そうかも……という気になる。あの贅沢な部屋は、一軒の上品なテラリウムのショップをしているだけでは保てないと思う。

　それに……わたしは明仁の仕事が、他にもありそうなことに気がつき始めていた。

　不動産業かどうかはわからないけれど、経営者であることは確かだ、と思う。自宅の中にある書斎で、明仁はよくオンラインで打ち合わせをしている。わたしにはどこの国のことばなのかわからないけれど、明仁は英語の他に複数の外国語を話せることもわかった。本棚には、わたしにはタイトルからしてさっぱりわからないような、工学系、医学系の、学術的な本が多くある。

　明仁からは特に説明もないけど、何かを隠しているという感じもない。わたしも、何も尋ねないからかもしれない。話題にならないのだ。そんなことよりも、ただ一緒に住んで、ごはんを食べたり一緒に寝たりしているだけで楽しくて幸せだから……。

（でも本当はいろいろ、気になっていることはあるけれど……もっと、いろいろ教えて欲しいけれど……）

　自分の立場もよくわからないまま突っ込んだことは聞けない、という感じ。

　テラリウムの店に関しては、少し聞いてみた。どうやら一階のお洒落なお店はアンテナショップみたいなもので、これからウェブ上を中心に、全国に数店舗を展開するのだと聞いた。

　でも。そんな忙しい社長のはずの明仁なのに、普段は外で働くわたしを気遣い、食事を準備して待っていてくれる。わたしと一緒に夕飯を食べるのが何よりも楽しみだと言われると、夜遅くても本当にありがたく、帰宅するのがわたしも楽しみで仕方ない。

　そんなことを思い出していたら、つい微笑んでしまった。

「その男、他に女はいないの？　モテそうだけど」

「いないって言ってました。あ、でも前に……」

「前に？」

「も、元カノはいたみたいです」

　さすがに、バツイチだということは伏せた。元カノが経済アナリスト、という件も。いちおうその──斉田綾乃さんも有名人なんだし、万が一おかしな噂が立ったら気の毒だ。

　なので明日香さんには、彼には元カノがいて、一年前に別れて、その人はすごく美人で優秀な人、と説明した。

　明日香さんはしばし考えて、

「ふうん……。それはきっと、その男、その元カノには振られたのね。事情はよくわからないけど」

「そうですか……」

「お金持ちと別れるくらいだから、自立してる女性なのね。そういう社長が惚れこむようないい女なのよ。別れて一年くらいってことは、その男、寂しかったんじゃない？」

　明日香さんは軽く言ってから、わたしの表情が少し変わったことに気がついたようで、

「や……そんなことないわよ、もう昔の話なんでしょう？　振られたとしてもふっきれていると思うし」

「あ……ですよね、はい……」

　にこやかに返事をしながら、内心ハッとしていた。明日香さんのいうことも一理ありそうだなと思ってしまった。

（もしかしたら、明仁、寂しかった？　自分から近づいてくる女なら誰でも良かったの……？）

　自分から迫った以上、もちろんそれはそれでしょうがないと思うのだけど、部外者からまでそう言われるとなんだか堪える気がする。

（わたし、美人でも優秀でも、ましてやいい女とかでもないもんなあ……）

　内心落ち込んでいると、

「柿崎さん、大丈夫？　ごめんね、わたし茶化すようなこと言って」

　明日香さんに謝られてしまった。わたしは慌てて顔を上げた。

「いえそんな、アドバイスいただけて良かったです。明日香さん、ありがとうございます」

　気分を上げてもらうために話をしていたのに、気を使わせてしまったら本末転倒だ。申し訳ない気持ちになった。

「すみませーん、準備整ったんで、明日香さんスタンバイお願いしまーす！」

　アシスタントディレクターの声がして、話はそこで終わった。

　その後の撮影は割合に順調に進み、無事予定の新幹線に乗れたときにはホッとした。そして、明日はお休みだ。







７・訪問者。そして、最初で最後のデート








　明日香さんの言葉のせいもあり、その日の帰りの電車の中では、なんだか暗い気分になっていたのだけど……。

『何時ごろ着くの？　駅まで迎えに行こうか』

　という明仁からの優しいメッセージが届き、気持ちが落ち着いてきた。

『でもまだ、お店でしょ？』

『作業も終わったし、そろそろ閉めようと思ってるんだ』

『ありがとう、でも大丈夫、スーパーで明日のパンを買って、お店に行くね』

（人からいろいろ言われると考えてしまうけど、気にし過ぎたらダメだよね。だって今、わたしはこんなに楽しくて幸せなんだもの……）

　明仁との生活は、以前よりも確実にわたしを幸せにしていた。仕事に対してもやる気が出てきている。

　私生活が充実することによって、わたしはどんどん、体も心も健康になっている、そんな感じがする。

（夜のことも……。こんなに優しい人は初めて。今日は思ったよりも早く帰れて良かったな。一緒に料理ができるかも）

　そんなささいなことが、心からうれしい。

（まだ恋人とは堂々と言えないけれど……大人のつき合いってこういうもの？　明日香さんの言う通り、もし明仁が単に寂しさからわたしと暮らし始めたのだとしても、今この瞬間は本当に幸せだから、これでいい……）

　駅に着くとスーパーの中のパン屋へ寄り、バゲットを買い、帰宅の途につく。

　日が落ちて街灯が灯ってる。夕闇の中を歩くのは、危ない場所じゃない限りはそれほど嫌いじゃない。春の夕方の匂いも。ほのかに桜の匂いが混じってる。

（あー、桜、きれい……）

　街路樹や、目の前の公園、保育園の園庭など、街中のそこかしこにポツポツと桜の木はあって、今は満開が過ぎて散りかけている。

（もうすぐ、桜も終わりかぁ）

　そんなことを思いながら店の前に到着する。そこまでは──とてもいい気分だった。

　ドアを開けて中に入ると、奥で話し声がした。

　明仁と、誰か。女性のようだ。きれいな声。たぶん若い女性。

（ん？　お客さんかな？）

　お店なんだから、どんな人が訪れていても不思議ではない。

　声がするのは棚の後ろあたりで、二人の──声は二人分しか聞こえないから──姿は見えない。

　広い店というわけでもないから、内容が聞こえてきた。

　ドアを開けた音がしたから、たぶん明仁には、誰かが入ってきたことは伝わったと思う。でも、もしかしたら聞こえていないのだろうか？　反応がない。

（どうしたんだろう？）

　様子を伺うと、なんだか中の二人は話に夢中になっているような様子だった。二人というか、少なくとも女性のほうは。

「明仁、なかなか素敵なお店じゃない。テラリウムの専門店として全国展開するなんて、いいところに目をつけたね。マンションでも育てられる小さな自然、いいね」

「そうか？　まあ、自分がいいなと思うものを広めようかなって、それだけのことなんだけど。最近はキットを作ってる。仕上がりのいいものは商品化したいなと」

「ふふ、発明王の血が騒ぐのね。明仁なんて、仕事なんかしないで毎日遊んでいてもいいのに」

「そうかもしれないけど、それって案外退屈なんだよ。っていうか綾乃、人を発明王呼ばわりかよ。別にいいけどさ、今日は何の用？」

「何よ、店を作ったって聞いたから、客として来てあげたんじゃない」

「誰から聞いたんだ？　余計なお世話だよ」

　棚の陰で、ずっと聞いていた。隠れる必要なんかなかったのかもしれないけれど、二人の親し気な雰囲気に、なんだか怖気づいてしまったのだ。

　女性が明仁、と呼びかけるその調子、そして答える明仁の、ちょっとくだけすぎている口調。少なくとも友達、仲間、という感じを受けた。

　なんとなく……というかかなり……親し気だ。

（それに、綾乃って。ってことは。え……あの……もしかして前の奥さん、だよね？）

　戸惑っていると、女性が明るい調子で明仁に言った。

「ねえ、今日はもう終わりなんでしょ？　食事にでも行かない？　わたし昨日、ドイツから戻ったばかりなの。だから日本食が恋しくなっちゃって」

「いや、遠慮しておくよ」

「何よ、ちょっとくらいつき合ってくれてもいいじゃない。話したいこともあるし」

　陰でずっと二人の会話を聞いているうちに──胸がぎゅっと塞いできた。悲しいというか、苦しいというか……その中間くらい。その上、息を殺していたせいか酸素不足になり、ふらっとよろめいてしまった。

（離婚したはずなのに……なんでこんなに親しげなの？）

　わたしにはさっぱりわからない。理解できない。

　つい、側の棚に手をかけてしまった。ガタン、と大きな音がして、テラリウムの鉢がひとつ落ち、大きな音を立てて割れた。

「あっ、陽菜！　いたのか」

　明仁が棚の向こうから駆け寄ってきた。驚いてる表情。やっぱり、わたしがいたことに気がついていなかったらしい。

「大丈夫か、怪我はないか？」

　心配そうな声。わたしは何も言えず、明仁を見つめた。

　前の奥さん──斉田綾乃さん、も近づいてきた。

　テレビで見るよりきれいな人だ。マーメイドラインの薄いブルーのワンピース。ミモレ丈で脚の細さが際立っている。わたしにはわかる、これは高級ブランドのもの……。とてもじゃないけれどわたしなんかは手が出ない。白のパンプスもそうだ。なんとなくだけど、これはデート服なんじゃないかなと思った。

　たぶん、明仁に見せるために、着てきたのだろう。会話の内容から、そんな気がする。

（あなたは、来ないで欲しい……）

　心の中でそう言ったけれど、口には出せなかった。別れた奥さんが何の用でここを訪れたのかいまいちわからないけれど、恋人でもなんでもないわたしがずうずうしく意見をすることはできない。

「大丈夫です。怪我はないです。それより、ごめんなさい……せっかくのテラリウム水槽が……」

「そんなこと、どうでもいいよ。怪我が無くて本当に良かった」

　ふらっとしたのは一瞬だけで、普通に呼吸したらもとに戻った。それよりも、テラリウムを壊してしまったことが申し訳なかった。

「綾乃、今日はもう、帰ってくれないか」

　明仁が綾乃さんに言っている。

「うん、わかった」

　綾乃さんもうなずき、ごめんなさい……と小さな声で言いながら、お店を出て行った。




　その後。

　明仁は奥のテーブルにわたしを座らせて、静かに割れたガラスを片付け、植物や苔を別の場所へ移動した。熱帯魚やエビが入っていない鉢だったので、それだけは良かった。魚が死んでしまったらきっともっと落ち込んでいただろうから。

　わたしも手伝いたかったのだけど、明仁は心配して、手伝わせてくれなかった。

　一緒に部屋に戻り、ちょっと気まずい雰囲気のまま二人で食事した。せっかく明仁が用意してくれたパスタも、あまり美味しく感じられなかった。わたしが簡単に用意したサラダも、いつもならもっと美味しく感じるのに、なんだか色褪せた感じがした。

　楽しさが消えた。恋にふわふわしていた気分が、一気にぺしゃんこになった。

　自分は彼女じゃない……という現実が押し寄せてきた感じ。

　わたしのほうからは、特に何も、尋ねなかった。だって、前の奥さんが来たんだなということは、聞かなくてもわかったから。どういう立場から尋ねればいいのかわからなかったから。

　言いたいのは、尋ねたいのは、そんなことじゃない。もっと、それ以前の言葉。

（わたしたち、つき合ってるの？）

　そう聞いてしまえばいいのかもしれない。けれどそれは今する話でもなくて、わたしは途方に暮れてしまった。

　明仁は、

「綾乃は古い友達でもあるんだ。今日はたまたま、急に店に来ただけなんだよ。俺もびっくりしたんだ。陽菜は何も心配しなくていい。びっくりさせてごめんな」

　とだけしか、言わなかった。というか、他にも何か言いたげではあったけれど、向こうも言葉に詰まっていた。

　そして話題は、さりげなく別のもの……食事や、今日の仕事について尋ねられたりなど、に変わった。

　でもわたしはずっと、頭の中では別のことを考えていた。

（元奥さん、綾乃さんは、古い友人だったんだ。気が合っている風だったのに、なぜ離婚することになったんだろう？　理由はわからないけれど、綾乃さんから別れを言われて、明仁は優しいからそれを受け入れた？　わたしの存在が無かったら、ちょうど帰宅しなかったら、明仁はあの人と食事に行ったのかもしれない……）

　考え込んでしまった。知り合ったばかりで、まだわたしは明仁のすべてを知っているわけじゃない、それはわかっていたけれど。

（やっぱり、早すぎたのかな、展開が。つき合って欲しいとも言われていないのに、すぐに一緒に住んじゃって……。楽しいから、幸せだからいいと思ってしまったけれど、こういうことがあるたびにしんどい気持ちになってしまうのは嫌だ。やっぱり自分の部屋は賃貸などに出さず、そのままにしておいて良かった……）

　わたしは自前で生きている大人だ。ひとりで生きて行こう、少なくともひとりで生きていける自分でいよう、と思っていた。

　結婚を否定しているわけじゃないし、先のことはわからない。でも、大事なことはひとりで決断できるようになろうと思って、これまでがんばってきた。収入は少なくとも、ひとりで終の棲家を手に入れたことも、その一環。

　自分の中での線引きの範囲というものがあって、まだ今なら、

（大丈夫……）

　と思った。怖くない、まだ引き返せる。わたしは再び、ひとりになれる。

（ダメだ。明仁から離れよう。自分の家に帰ろう。恋人なのかどうかのかわからないままここにいるのは嫌だ。このままじゃ、わたしはおかしくなってしまう。楽しいから、幸せだからいいかなと思っていたけど、またこんなことがあったらきっとわたしの心は保たなくなる。今が楽しいから、だから、嫌な思い出になる前に……）

　考えながらやっぱり悲しくて、本気になりかけていたのだと悟った。そして、わたしと明仁の世界が違うということも。

　明仁の何気ない話に相槌をうちながら、わたしは内心決意を固めていた。

　その晩、わたしは初めて、抱こうとしてくる明仁を拒絶した。明仁は少し寂しそうだったけれど、ふらついたりしたこともあって、わたしの体調のほうを心配してくれている様子だった。

　ベッドに入ると明仁がまるで縋りつくように抱きしめてくるので、結局はいつものように腕枕で、くっついて眠った。




　翌朝は、早朝に目が覚めてしまった。

　起き上がってリビングへ行き、窓を開ける。

　ひと晩眠ったら、なんとなく吹っ切れていて、わたしは元気だった。

（わあ、いい天気。鳥の声が聞こえる！）

　目の前の公園にも桜の木が数本、ある。少し離れていて見下ろす感じだけど、花びらが舞っているのがわかる。もう本当に、散りかけ、葉桜という感じ。

（忙しくて、結局今年もお花見できなかったなぁ）

　ここ数年、桜は歩きながらなんとなく見る程度で、ちゃんとしたお花見などしていない。ましてや、誰かと一緒に見るなんてこともなかった。

　スタジオに入ってしまえば一日中外の空気に触れることもないし、夜疲れ切って歩いている時にそんな気持ちの余裕もなく。

（今年の春はせっかく明仁がいたんだから、一緒に見れば良かったな）

　窓の外に桜があるからなんとなくそれで満足していたけれど、なんだか急に寂しいような気持ちになった。

（桜がまだ蕾の頃に始まって、散る頃に終わったということか……）

　始めるときも、辞めるときも、決断は自分ひとりで。それでいいと思う。だってこれまでずっと、そうしてきたんだから。

　キッチンに入り、昨日買って来たバケットを使ってレタスとハムのサンドイッチを作っていると、明仁が起きてきた。

「おはよう」

「おはよう。コーヒーにする？　それとも紅茶？」

「コーヒーがいいかな。あ、俺淹れるよ。サンドイッチ美味しそうだね、ありがとう」

「もう一品、行けそう。冷蔵庫にしなびかけたセロリがあるから、使っちゃうね。きゅうりも切ろうか」

　二人で朝食の準備を進める。何気ないおしゃべりをして、いつもの雰囲気になった。明仁は安心したようだった。昨日のことはもう、なんでもないって。

（本当はそうじゃないけど、ちゃんとした恋人でもないわたしは何も言えないわけだから……別に明仁が悪いわけでもないし、綾乃さんが悪いわけでもないけど、自分の立場を実感しちゃったから……）

　テーブルにサンドイッチとコーヒー、きゅうりとレタスのサラダ、セロリと卵のコンソメスープが並び、座って食べ始める。わたしも明仁も花粉症じゃないので、窓は開けたまま。風が少し入って、すごく気持ちいい。

「あー、いい天気だな。陽菜、実は今日、店が休みなんだ」

「えっそうなの？」

「うん。配管の工事が入ることになってさ。昨日決まったんだ。陽菜も休みなんだろ？　二人の休みが合うなんて珍しいから、どっか行こうよ」

　明仁がのんびりと言う。

「でも、工事を見てなくていいの？」

「それは大丈夫。むしろ俺がいたら邪魔だよ」

「そっか」

　わたしはちょっと考えて、ハッとした。それなら明仁に、やってあげたいことがひとつ、あるんだった。

「わたし、明仁と行きたいところがあるんだけど！」

「え、どこ？」

「ねえ、選んであげるから、服を買いに行かない？」

「えっ、それ、うれしいよ。ありがとう」

　明仁の表情が明るくなった。




　銀座でも渋谷でも良かったけど、勝手知ったる新宿のデパートにやってきた。ここはメンズ館があるので、種類が豊富なのだ。

「……もしかするとけっこうお金かかっちゃうかもしれないけど、大丈夫？」

　そう尋ねると、

「あ、大丈夫。値段は気にしないで。プロに選んでもらえるなんてそれだけでありがたいよ」

　そう言われ。明仁と一緒の、冒険が始まった気分になった。

（明仁に服を選んであげるの、楽しい！　こういう、彼氏に服を選んであげるような感じ、高校生のとき以来かも！）

　エスカレーターで店内を上がったり下がったり。ある程度店舗を絞り、方向性を見定めた。

（モード系とストリート系は、とりあえずナシかな……）

　普段の格好とあまり違い過ぎると、結局着れなかったりする。なので、明仁も違和感なく袖を通せそうな、シンプルなきれいめの服でいいかなと考えている。

（汎用性を考えると……ジャケパンスタイルかな）

　芸能人のコーディネートでも使うことが多い。無難でカッコよく決まるので、ちょっとした普段着にも使える。

（本当はたぶん……この顔立ちならモード系も似合うけどね）

　あちこち歩き回っている間に、明仁に目を丸くして言われた。

「陽菜のこんな真剣な表情、初めて見た」

「だって、これわたし仕事だもん」

　モード系は、今回はやはりパス。そしてあちこち連れ回し、ショップを決めた。

　そしてあれこれ何着か合わせた結果……。

「素敵ですね！　ラフな感じですけど、決まってます！　全体のバランスがすごくよくって……カッコいいです」

　ショップの店員さんが感動している。

（わたしが合わせたんだから、当たり前よね）

　明仁も不思議そうに、

「ひとつひとつはなんてことない、どこでも買えそうな普通の服に見えたんだけど、合わせてみるとなんだかぴったりだね」

　シャリ感のある綿麻のジャケットはブラウン系の柔らかな中間色。ウェストの絞りは緩やかで、気持ちゆったりめの作り。細身の明仁だからこそ、これが似合うのだ。それに股上浅めのネイビーのコットンパンツを合わせ、インナーは白のＴシャツだが、首回りのラインを厳選したもの。インナーをシャツに変えれば、ちょっとした仕事着にもなる。靴はスエードを合わせた。

（素敵！）

　上から下までバランスを見ても、まとまりがいい。

「それにこれ、着やすいね」

「ストレッチがきいてるの。だから、動きやすいと思うよ」

　まあまあ値の張るブランドなので、靴まで買ってしまうとかなりの値段になってしまうのだけが、気になった。

「すごく気に入った。このまま貰うよ」

「え、このまま？」

　びっくりしたけれど、明仁はすぐにカードで会計を済ませた。そして、着てきた服はここで引き取ってもらい、今着ているものをそのまま着ていくことに。

（わ。ますますカッコよくなって、着せたわたしがドキドキしちゃう）

　横顔や背格好を盗み見してしまう自分に、ちょっと呆れてしまう。

（もう、おしまいなのに……）

　そう思うと胸が苦しくなる。なるべく考えないようにした。

　店員さんに見送られて、わたしたちはエスカレーターを降り、一階へ。アクセサリーショップが数軒並んでいるコーナーの前で、明仁が立ち止まった。

「ねえ陽菜、何かお礼したいから、選んで」

　明仁がわたしを引き止め、言う。

「えっ。そんなのいいよ、お礼なんて」

　断ったのだけど、そういうと明仁が、

「じゃあ俺が選んでいいの？」

　というので、ちょっと困りながらもガラスケースを覗き込んだ。

（いいのかなぁ……どれもこれもけっこう高いけど……）

　わたしが気になったのは、天然石のアクセサリーを扱うショップで、ナチュラル系の服装に合いそうなデザインのもの。デザイナーさんのこだわりが感じられる品が多かった。少し曇りがあったりもする天然石をデザイナーのセンスですごくお洒落に仕上げてある。でも、宝石ではないので他と比べればお値段は少し安め。

「このショップのアクセサリー可愛いね。陽菜に似合いそう」

「うん……」

「あれは？」

　指輪を指さす明仁。それ確かに可愛いけれど……。

（指輪は、彼氏じゃない人には貰えないよ……）

　わたしは首を横に振った。そして……迷った末に、ムーンストーンの小さなピアスを選んだ。

「ありがとう、明仁」

　わたしは微笑んでお礼を言った。

　これはずっと大切に使おう、と思った。

　デパートの外に出て歩き始めると、

「俺、服とか自分で選べないから。今日は助かったよ。またお願いしていい？」

　そう言われたけれど、わたしは一瞬返事に詰まって、辺りが騒がしいのをいいことに曖昧に笑った。

　このままどこかに食事に行こうと言われたので、それは断った。今日はもう帰ろう、と。明仁はわたしが疲れているのだと思ったみたい。

「じゃ、とりあえず帰って休もう」

　と微笑んでくれた。

　明仁にとっては、昨日のことはきっとなんでもないことなんだろうと思う。たまたま店に、前の奥さんが来たというだけ。でもわたしにとっては、なんだか自分の立場を改めて感じてしまうことだった。目が覚めたような。

（もう……無理）

　まるでカップルみたいに仲良くしているけれど、結局ちゃんとつきあっているわけじゃないんだもの。




　電車に乗って最寄り駅へ。歩いてマンションに向かう。中に入る前に、わたしは目の前の公園へと明仁を誘った。

「ちょっとだけ、お花見しよう」

　ちょうどベンチが空いていたので、そこに二人で座った。平日の夕方で、小学生くらいの子供たちが遊んでいる。

「散りかけだけど、きれいだね」

「うん。すごくきれいだ」

　そう言いながら、明仁がわたしの頭に手を伸ばした。

「ほら、落ちてきたよ」

　指の先に、小さな花びら。ソメイヨシノの、白に近い淡いピンク。

「それ、ちょうだい」

　わたしは自分の手帖に、その花びらを挟んだ。押し花にしたかった。

（今なら……）

　そんな気がした。

（よし、話そう……）

　ひと息ついて、ゆっくり、話し始めた。

「あのね。わたし、自分の家に帰ろうと思うの」

　明仁は驚いた様子で、

「どうして？」

　と聞いてきた。

（つき合おうって、言ってくれないから……なんてみっともないことは言いたくないよ）

　そう思いながら、

「そうしたいから……」

　と答えた。

「もし昨日のことが原因なら……綾乃のことはもうとっくに終わったことなんだよ」

「そうなんだと思うけど……。違うの。とにかく、帰ります」

　わたしは静かに言った。

　明仁は絶句していた。でも、わたしの意思が固いのは感じたらしい。

「あの……」

　すごく悲しそうな様子で明仁が言った。

「また来てくれるんだよね？　少し家に帰るだけだよね？」

　首を横に振りかけて、ちょっと考えて、縦に頷いた。

「うん……」

　わたしもやっぱり、もう会えなくなるのは嫌だなと思ったから。

（弱いな……わたし）

「俺のことが嫌いになったの？」

　首を横に振る。だって嫌いになったわけじゃない。明仁は、

「それなら良かったけど……」

　そう言いながら悲し気に俯いた。

　わたしも俯く。なんて言ったらいいのかわからない。

「ごめんなさい。帰りたいの……」

　とうとう、目から涙が零れてしまった。

「陽菜……泣かないで」

　明仁はうろたえた。わたしは必死に涙を拭いた。

「ごめんなさい……」

「そんな……謝らないでよ。俺こそごめん、陽菜……わかったよ。これ以上引き止めても、きっと嫌われるだけなんだよな……」

　しばらくの間わたしたちは桜の散りかかるベンチから動けなかった。







８・綾乃さんの話








　自宅に戻り三週間ほどが経ち、五月に入っていた。

（暑いなぁ）

　最近は、春と夏の間がすごく近いような気がする。五月ともなれば、まるで初夏みたいな暑い日が増える。

　わたしは山梨県のキャンプ場の木陰で明日香さんに日傘をさしかけながら、団扇であおいでいた。

（明日香さん、機嫌悪いなぁ）

　五月の野外ロケは、年老いた女優には厳しい。何しろ、紫外線の量は一年で一番多いというのだから。見るからに不機嫌そうな顔で、帽子を深くかぶり、腕に日焼け止めを塗り直している。もちろん目にはサングラス。

　日陰にいても紫外線は降り注いでいるわけで、わたしはさっきからずーっと明日香さんに日傘をさしかけている。

「お昼までには終わるって言ってたのにね。誰なのしくじったのは。勘弁して欲しいわ」

「はぁ……」

「ろくに芝居もできないような、ちょっと顔がいいだけのアイドルなんてなんで出すのよ」

　今日の場合は、その顔がいいだけのアイドルというのは男子である。明日香さんのいいところのひとつは、男女平等……というか、男でも女でも根性を見せない人間が嫌いなところであろう。まあ、強いて挙げればだけど。

「はい……」

「ってゆーか、柿崎さん、あなた最近元気ないけど、どうしたの？」

　ゴキゲン斜めな明日香さんにいきなりそう言われ、ビクッとした。

（やばい。そこに、気がつきましたか……）

　わたしが黒子に徹しているのは仕事だから当たり前なのだけど、元気はいいけど静かにしている……わけではなくて本当に元気がないから静かにしている……ということに、どうやら明日香さんが気がついてしまったらしい。

「そういえばあの、同棲相手とはどうなったのよ」

　話がこうなってしまえば、言うしかない。

（やだなぁ……でもしょうがないか）

　これ以上、明日香さんを不機嫌にさせるわけにはいかない。わたしは事の経緯を説明した。今は自宅に戻ったことも。

「えっ。なんで出て来ちゃったのよ」

　びっくりした。そう来るとは思わなかった。

「だって……なんだかもう、いたたまれなくて。明日香さんだって言ったじゃないですか、寂しかっただけなんじゃないのって。その元カノが来てたんですよ。わたし、彼女でもないのにどんな顔してそこにいればいいんですか」

「そんなの別に、それはそれで堂々とそこにいればいいだけじゃないの」

（恋多き魔性の女にそんなこと言われても、参考になんかなりゃしないんですけど）

「無理ですよそんなの……だって完全に負けてましたもん、わたし」

「えーと、どこがどう負けてたんだっけ」

「とにかくすごい美人なんですよ。おまけにすっごく頭よくて……」

「女医さんかなんかなの？」

「違います。経済アナリストですね」

「何よそれ、斉田綾乃とかじゃあるまいし」

　わたしは黙ってしまった。

「何よ、鳩が豆鉄砲くらったみたいな顔して。どうしたの？　……まさか本当にそうってわけじゃ……」

　そこまで言って、明日香さんも黙った。

「えっ。まさか本当にそうなの？」

　明日香さんの慌てたような声。

　だってわたしは……こんな本番前の待ち時間の、要するに仕事中なのに……不意打ちのように出てきた名前に、つい涙をこぼしてしまったのだから。

（な、なんで、名前が出ただけで……）

　自分でも焦ってしまったけれど、わたしは明仁関連のことを思い出すとそれだけで涙腺が崩壊するようになっているらしい。

「もー。この子は。普段は頑張り屋さんなのに……。ん？　斉田綾乃さんって確か去年離婚したのよね。まさかその相手が……？」

　わたしの手から日傘がこぼれ落ちた。団扇も。

　明日香さんが慌てたように立ち上がり、そんなわたしを、まるで母親が子供にするみたいに引き寄せ、優しく抱きしめてくれた。

　周りからは、演技の練習でもしているんだと思われていたみたいだけど。




『斉田綾乃です。先日は大変失礼いたしました。ご迷惑でなければ、どこかで一度お会いできませんでしょうか。お話したいことがありまして……』

　そんなメールを受け取ったのは、明日香さんに事の次第がバレてしまってから一週間ほど経ったときのことだった。

　理由はなんとなくわかった。明日香さんがきっと、手を回したに違いないと。後で知ったのだが、明日香さんがワイドショーのコメンテーターとして出演した際、斉田綾乃──綾乃さんと一緒になったことがあり、気が合って、女性数人で集まって食事をしたことがあるらしいのだ。

『悪い人じゃないから一度話してみたら？　あちらに柿崎さんのことを話したらすごく驚いていて、一度会いたいって言ってたわよ。そのうち、連絡がくるかも』

　明日香さんにはそう、言われていたけれど。

　わたしは返信した。

　『お気遣いには及びません』と。でも斉田さんは、割合にしつこかった。ある日、現場まで現れたのだ。

　ちょっとした教育番組のゲストとして明日香さんが呼ばれ、収録も半日ほどで終了した。そこへ、綾乃さんがやってきた。品のいいグレージュのスーツ姿。明日香さんに優しい笑顔で促され、わたしは仕方なくトボトボと、綾乃さんについていくことになってしまった。わたしはいつもの黒子ルック。チャコールグレーのジャケットに黒のパンツスタイルだ。

（何を話したいんだろう？）

　よくわからない……。あれから明仁には、わたしは会っていないし。

（とにかく絶対に泣かないぞ）

　それだけは決意していた。

　収録が渋谷だったのだけど、少し歩いてビルの地下にある店に案内された。

　イギリスアンティーク風の調度品やテーブルや椅子が置いてある、上品でどこか可愛らしいお店だった。午後三時過ぎ、ちょうどお茶の時間で、店内には数組の女性客がおしゃべりを楽しんでいる。

　目の前にはお茶とケーキ。でも手を出すような気分でもなく、しばらくお互いぎくしゃくしていた。わたしも社交辞令的なことしか言えず、沈黙ばかり。

　やっと意を決した感じで綾乃さんが話し出した。

「あの日、わたしね、本当は……明仁に報告したいことがあって、行ったの。でも、なんだかすぐには言えなくて雑談しているうちに、なんだかあんなことになっちゃって……。でも柿崎さんはきっとあの後明仁からいろいろ聞いてるだろからと思っていたんだけど……。そうしたら、明日香さんから連絡を貰って……本当に驚きました。あの、きっと柿崎さん、きっと何か誤解があるんです」

　綾乃さんは綾乃さんで困っている、そんな感じの話し方だった。

（誤解？　いったい、何だろ？）

　そう思いながら、

「いえ、そんな……あの日はこちらもいきなりテラリウムの鉢を落として、驚かせてしまいまして……」

　ぼそぼそと返事をした。

「それであの……きっと、わたしのこと呆れていらっしゃるでしょ？　そうじゃないか、と……。でも、明日香さんからお聞きした話だと、なんだか様子が……」

　綾乃さんは何をどう言おうか言いあぐねている様子。

「なんでわたしが綾乃さんのこと呆れたりするんですか？」

　意味がわからないのでとりあえずそう尋ねた。すると綾乃さんは意外そうな顔をした。

「明仁から聞いてない？　わたしの話」

「以前、結婚していたと聞いています」

「え、それだけ？」

「はい」

　少し沈黙が流れた。わたしは紅茶に手を伸ばした。ウバ茶のいい香り。綾乃さんは手をつけようとしていないけど。

「あのー。すごく迷惑した、って言ってなかった？　明仁は」

　ティーカップを置く。綾乃さんとなんだかしっかり目があってしまった感じ。

「いえ、そんなことは、何も……」

　綾乃さんはふうっと息を吐いた。

「そうなのね。あーそうかぁ。明仁らしいなぁ。わたしの悪口になっちゃうから、言わないでいてくれたんだね。そっかだから……。明日香さんから話を聞いて、なんでそんなことに、って……。あのね、柿崎さん、わたしね、要するに押しかけ女房だったの」

　そこから、綾乃さんが話してくれたことは。わたしにとっては確かに、驚きだった。

　大学時代、学部は違っていたけれど、二人はスキーサークルで一緒になり、綾乃さんが明仁を好きになり……告白するものの毎回断られ、大学を卒業。その後、明仁がアメリカへ留学、それを追いかけて綾乃さんもアメリカへ。

「す、すごいですね」

　わたしにはとても真似できない。すごい熱意だ。

　その後、アメリカで無理やり明仁の部屋に乗り込み同棲、周りの友人まで巻き込み強引に妻になったものの、無理な生活はやはり続かず、日本に帰国してから話し合い、しばらく別居したあと、別れたのだという。

「でも、その後もあきらめきれずに、明仁が引っ越すたびに無理やりおしかけたりして、迷惑をかけていたのよね。何度も泣いて迫ったり。きっとすごくうんざりしていたと思う」

（要するに……ほぼストーカーみたいなことをしていたのですね……）

　こんなきれいな人でもそんなことがあるんだと、不思議な感じだった。

（恵まれているように見えても、人にはいろいろあるものなんだな）

「でもあの……どうしてですか。綾乃さんはもっとなんていうか……モテそうなのに……明仁に固執しなくても……」

　そう言うと、綾乃さんはじっとわたしを見て、

「何を言うの。明仁よりいい男なんて、滅多にいないよ。少なくともその頃のわたしにとっては神様みたいな感じ。それくらい明仁は素敵だった。光ってた。眩しかったの。何よりも、あの頭脳が……」

「頭脳……そうなんですか」

　そんな風に考えたことはなかった。頭脳？　頭いいってこと？

　呟くように言うと、

「え？」

　綾乃さんはびっくりしたようにわたしを見た。

「そうか、明仁は自分からそんなに自分のことをべらべら話すタイプではないものね。ひとことで言っちゃうと……明仁は天才なのよ」

「天才？」

　今度はわたしがびっくりしてしまった。

　そんなわたしに、綾乃さんは明仁に関する概要を話してくれた。それで少し……謎が解けた。

（わたし本当に何も知らなかったんだ……）

　明仁の専門は工学系で、留学中に先進的な医療機器に使う特殊な部品を作り上げ、その特許を持っているのだという。そしてその部品は現在世界中で使われており、これからも需要があるとのことで、

「とにかく明仁は一生お金に困ることはないの。研究には一区切りつけたから、もういいって言ってるし、だから今は自由にビジネスをやってるの。でもそれがまた次々と成功していて。……あとは、明仁に直接聞いてもらった方がいいかな、直近のことはわたしも知らないから」

　綾乃さんが微笑んだ。

（そっか。そうかも……）

　思い当たった。明仁が綾乃さんのことを口にしなかったのは、未練があったからじゃなくて、説明するのに相手を悪く言うのが嫌だったから……？

（明仁の性格なら、そうするだろうなって思う……わたしも突っ込んで聞こうとはしていないから、余計に……）

　納得した。

「わかりました」

　わたしが静かにそう言うと、綾乃さんは安心した様子だった。

「良かった……。それでね、お願いがあるの。この間明仁に言えなかったことを柿崎さんに話すから、どうか伝えて。わたし、結婚することになったの。相手はドイツ人で、来月には引っ越すの。やっと明仁のことを吹っ切れた」

　綾乃さんが晴れやかに笑った。

「それは、おめでとうございます！　幸せになってください。明仁さんにお伝えしますね」

「大丈夫、今はもう毎日幸せなの。ありがとう」

　わたしも綾乃さんも笑顔になった。

「じゃ、ケーキ食べよ！　ここの、美味しいのよ」

「はい」

　わたしが頼んだのはチーズケーキで、確かにとても美味しかった。







９・二人の再会








　綾乃さんと渋谷で別れて、電車に乗った。ラッシュに差し掛かっていないせいか座れたので、わたしはスマホを出してしばし迷っていた。

　綾乃さんの話を、どうやって伝えようか。メールやメッセージアプリで伝えることもできるけど、直接の方がいいのか。

（どうしよう……）

　あんな風に、出てきてしまった。きっともう、戻れない。

（怒ってる、よね……）

　わたしが自分の家に戻るということになった後、明仁は荷物や植物やテラリウム、そしてぬか床まで、全部運んでくれた。そのときの悲しそうな様子は、はっきり覚えている。

　そしてその後、連絡は一度もない。わたしもしていないけれど。

（申し訳なかったな……）

　たぶんだけど、同棲を解消したこと自体は悪いことではなかった気がする。そのおかげで、わたしは冷静になれた。でも。

（なんだか、中途半端になっている気がする……）

　別に、彼女じゃなくていい。あんなに優しくしてくれたのだから、ちゃんとお礼を言いたかった。短い間だったけど幸せだったと伝えたい。

（綾乃さんの話も伝えたいし……）

　最寄り駅につき、わたしはスマホをバッグに入れた。

（もうちょっと頭を整理してから、近いうちに連絡しよう。明日は午後出勤だし、午前中にゆっくり考えてもいい）

　そんなことを思いながらいつもの道を歩いて、自宅マンションに到着すると。

「あ……」

　わたしは立ち止まった。エントランスの側の低いブロック塀に、明仁が腰かけていたから。

「陽菜……おかえり」

　明仁は少し痩せて見えた。服装は、いつものデニムにオリーブグリーンのシャツ。

「どうしたの？」

「綾乃から連絡をもらったんだ。陽菜に伝言を頼んでるって。だから会いに行け、って」

「えっ」

「だから、飛んできた。迷惑かも、って思いながら……迷惑だったらごめん。俺、来ても良かったか？」

　明仁はすごく切なそうな目をしていた。

「迷惑なんかじゃないよ。わたしも話をしたかったの。そう、綾乃さんからも伝言を預かっていて……」

　そう言うと、

「ほんとに？」

　明仁の表情がパッと明るくなった。わたしはというと、会えたうれしさで胸が詰まり、涙が出そうに……。

　明仁が側に来た。わたしたちは向かい合い、しばし見つめ合う。そして……お互いに手を伸ばし、どちらからともなく繋いだ。

　そしてマンション内に連れ立って入り、エレベーター乗り込んだ。




　お湯を沸かし、大きなマグカップ二つに紅茶を注ぐ。

　お気に入りのショップで購入しているダージリンの、いい香りが漂う。

　明仁はわたしが購入した苔テラリウムを眺めていた。

「すごく上手に世話をしてくれているね。元気に茂ってる」

「そう？　日当たりがあまりよく無いから心配していたの」

「当たりすぎてもダメだからね。この位置なら半日蔭くらいの感じだから、かえってよいんだよ」

　窓から五十センチくらい離れた場所の、白木のキャビネットの上に置いていた。少し心配だったのだけれど、そう言って貰えて安心した。隣にはパキラの鉢もあり、それも元気に葉っぱを増やしている。

　二人で、いろんな話をした。しばらく会っていなかったときのこと。

　綾乃さんに、『明仁に直接聞いてもらったほうがいいかな』と言われた、その内容についても。

「綾乃から、いろいろ聞いたのか。もちろんいずれはお互い、これまでの人生の道のりについて話す機会もあるんだろうなと思っていたんだけど、俺、そういうところぼんやりしているからな……陽菜と一緒にいるだけで幸せだったから、何も考えていなかったんだ」

　明仁が静かに話す。

　学生時代の研究の話。そして、現在の話。聞きながら、わたしはひたすら驚いていた。

（わたしって、すごい人と知り合っちゃったんだ）

　明日香さんの読みは当たっていた。現在の本業はほぼ不動産投資で、あのショップが入っていたマンションも、一棟ごと購入しているそう。

　テラリウムのショップは、趣味が嵩じて事業化できないか？　と考えたらしい。

「それで……綾乃の伝言って……。いや、それを聞く前に……ちゃんと話すね」

　明仁が真面目な顔でわたしを見た。

「これまで説明しないでいてごめん。俺、綾乃にはすごく申し訳ないことをしたと思っているんだ。あの頃は若くて、毎日が忙しくて、女性にはあまり興味がなくて……。そんな最中に綾乃から何度もアプローチを受けて……共通の友人も多かったし、周りから祭り上げられるように結婚したんだ。綾乃は古い友達で、けして嫌いではなかったし、結婚ってこんなものなのかなって……俺は全然何もわかっていなかった。本当にバカだったよ。

　反省している。綾乃にすごく申し訳ないことをした。結論から言うと、俺は綾乃を抱けなかった。俺にとって綾乃はそういう対象じゃなかったんだ。女性にとってはこんな男、悪夢みたいなものだよな……。結婚したくせに、って思うだろ？　そして俺たちは話し合いの末、友達に戻る、ってことで離婚した。でもその後も、綾乃には『それでも好き、友達でもいいから一緒に暮らしたい』って何度も言われた。……でも自分の気持ちがわかってからは、一貫して断ってきた。でもこんなひどい話、陽菜にしたら俺、嫌われるんじゃないかって……苦しかった」

　明仁はひどく真面目な表情で、どこかつらそうだった。深く反省しているのだろうな……と感じた。

　わたしは黙って聞いていた。綾乃さんの悲しみを思うと、なんだかいたたまれない。

「そうなんだね……事情はわかった。綾乃さんからも同じ話を聞いたの。悲しい話だけど、でも仕方がなかったんだね……」

　明仁が過去を詳しく話さなかったり、綾乃さんのことを説明しなかった気持ちはわかった。

（そう……綾乃さんの伝言……）

「あのね、明仁。綾乃さんからの伝言を預かっているの。綾乃さん、ドイツの人と結婚することになったの。今は毎日幸せだって。この間も、その話をするために明仁に会いに来たんだって」

　明仁が目を丸くした。

「えっ、本当か、それは良かった。本当に良かった……」

　明仁はホッとした表情を浮かべていた。

「綾乃さん、良かったね。幸せになれて……」

　わたしも二人の経緯を知り、綾乃さんが幸せを掴んだことをとてもうれしく感じた。

　お茶を入れかえるために立ち上がりキッチンへ行くと、明仁がわたしを追ってきた。

「陽菜。俺、陽菜に話がある」

「ん？　何、ちょっと待って」

　電気ポットのお湯をティーポットに注ぎながら返事をすると、明仁はさらに畳みかけてきた。

「陽菜、俺と結婚して欲しい。今すぐ。明日でも」

「え。えっ。あの……」

　ちょっと呆然として手が止まってしまった。

（普通はつき合って欲しいとか、恋人になってくれとかが先じゃないの？　一足飛びに結婚？）

　咄嗟に言葉が出て来なくて明仁の顔を眺めていると、

「俺、がんばるから。陽菜を幸せにするためなら何だってする。こんな気持ちは初めてなんだ。陽菜と結婚出来たらいいな、いつプロポーズしようってずっと思ってた。陽菜、愛してる。だから……どうか俺と結婚して欲しい」

　明仁は真剣な表情だった。

（天才は変わってるって言うけど……）

「あの……明仁、わたしそもそも、明仁につきあってって言われてないよ。だから明仁はそういうつもりじゃないんだって思ってた……」

「そういうつもりじゃないって？」

「だから、わたし、彼女とはいえないんじゃないかなって……思ってたんだけど……」

　わたしがそういうと、明仁は不思議そうな顔をした。

「どうして？　一緒に住んでたし、毎日あんなに仲良くしていたのに？　俺は好きな女性意外とあんなことしないよ。俺そんな軽い人間じゃないよ、っていうか俺の中ではもう彼女なんて通り越して、結婚したいなって気持ちになっていたから……ああでもごめん、俺、こういうこと本当に慣れていないんだ……だから順番が変になっていたのかな。本当にごめん、陽菜。これからは陽菜を不安にさせたり、心配させたりしないようにするから、どうか俺と結婚してください……」

　そう言いながら、抱きしめられてしまった。体温がぎゅうっと上がった感じがした。嬉しくて……。

　わたしは戸惑いながらも、抱きしめられたままで、

「うん、わかった。結婚します……よろしくお願いします」

　明仁のプロポーズを受けた。




　めくるめく、ってこんな感じなんだろうか。

　わたしがポロポーズに同意した途端……抱きしめられたまま、顎を上げられて、唇を奪われた。そのまま、ついばむようなキスが繰り返される。

（あ……）

　久しぶりのキスに、どんどん息が上がってくる。

　そして明仁の唇は──耳に、耳の後ろ側に、喉の脇に、顎の下へ……。わたしの背中を左手でしっかりと支え、右手では優しく髪や肩を撫でながら。

「好きだよ。大好きだよ、陽菜……」

　耳元で囁かれ、わたしは腰が砕けそうになった。

（やだ、どうして……）

　優しい愛撫と軽いキスだけなのに、すでに蕩けそう。

「わたしも……わたしも、好き……」

　喘ぐように答える。幸せで眩暈がした。

「我慢できないよ、陽菜……」

「わたしも。ベッド、行こ……」

　リビングの隣に六畳の洋室があり、そこにベッド置いて寝室にしている。ベッドはひとり用だから当然シングルだし、チェストやドレッサーも置いてあるから手狭だけど、わたしたちは、もつれるようにそこへなだれ込んだ。

「あっ、あ……」

　わたしは仕事帰りで、部屋に入ったときにジャケットは脱いでいたので白シャツと黒パンツという姿だったのだけれど、いつもより強引な感じで白シャツがはだけられた。わたしが制するような動きをし胸元のボタンを外し始めると。明仁は下腹部に手を伸ばし、黒パンツのフックを外してファスナーを下げ、腰からぬがせようとした。

（今日……なんだか激しい……）

　けして乱暴、というわけではないのだけれど、わたしを抱きたいあまりにいつもの余裕がなくなっている感じ……。

（明仁もこんな風になるんだ……）

　そういうわたしも余裕などなく、自分でシャツを脱いでブラジャーも外してしまい……明仁が途中まで下げた黒パンツを、微笑みながら最後まで脱いでしまった。

「明仁も、早く……」

　自分で思うよりも、自分の声が上ずっていて驚いた。

（どうしよう……わたしも興奮してる……）

　抱かれたい。今すぐに。

　明仁が欲しい。わたしの愛しい人……。

　明仁もさっさと、シャツとボトムを脱いでしまった。そのまま押し倒され、余裕のない手つきで乳房が掴まれ、すでに尖っていた先端を擦られる。ビリビリとした快感が背筋を這い、我慢しきれず甘い喘ぎ声が漏れた。

　明仁の目が欲情のためか赤くなっている。

「あ、あぁん……」

　太腿の間に明仁の体が入ってくる。足の付け根が押し広げられ……ショーツの布越しに熱く固い、明仁の昂ったモノが押し付けられた。

「陽菜、好きだ……！」

「ひゃうっ……」

　布越しに蜜豆を擦られる快感で、膣奥まで一気に熱くなった。明仁は切なげに何度も擦りつけながら、再びわたしにキスをした。舌を差し入れわたしの歯茎を舐ったかと思うと、顎のほうへと降りてゆき喉の脇を軽く甘噛みしてくる。

「あ、あ、あぁぁんっ、明仁、あ、あぁぁ、気持ちいいっ……」

　余裕がないのはわたしも同じだった。久しぶりの逢瀬に、体が全身で悦びを訴えてきている気がした。明仁が触れてくるところすべてが気持ちよく、そのすべての快感が蜜壺へと伝わり、

「陽菜……すごいよ……もうショーツの外側までビショビショになって、垂れてきてる……」

「んっ、ん……」

　背筋がビリビリとする。お腹の奥が上に引っ張られるような感じ。そして擦られる蜜豆に快感が集まって……。

「あ、明仁、お願い……。もう、脱がせて……そして、もう、入れて……。明仁のモノを……早く、ちょうだい……」

　わたしは息も絶え絶えに訴える。明仁の顔も赤らんでいた。興奮しているということが伝わって来て、愛しく思う気持ちでいっぱいになった。

　太腿の間のぬるつきがはっきりと感じられる。わたしは腰を切なく動かした。

「明仁、早くぅ……」

「陽菜、陽菜ぁ……」

　明仁が体を移動しわたしの足先からショーツを引き抜き、自分の履いていたボクサーショーツも脱いでしまった。

　そしてわたしの両足の間に再び体を滑り込ませると、指先で薄い茂みをかき分け、すでに濡れている秘裂を指でそっとなぞった。

「んっ、あ……」

　花弁を広げながら指が入ってくる。甘い刺激と押される感じに、ただそれだけで腰が浮いてしまう。わたしはもう欲しくてたまらなくなっていて、目をあけていても焦点が定まらないくらい興奮し、身悶えした。

「ああ、陽菜……熱いよ……蕩けそうだ……ごめんもっといろいろしたいけど、俺も、もう……」

　明仁が避妊具をつけ、太く長いペニスの先端部分が蜜口へと押し込まれた。

「うぅ……」

　入り口から奥に、明仁の形に、体が広がっていくのがわかる。明仁が最奥まで腰を進めわたしを貫いた。

「あ、あ……」

　強い幸福感に包まれた。自分の中で、愛する明仁の形を感じる悦び……。

　そして次の瞬間から、膣壁を擦られ、えぐられ、何度も何度も最奥へ明仁のモノが撃ち込まれた。そのたびに蜜汁が花びらの外側へと押し出され、恥ずかしい水音が部屋に響き渡る。

「あっ、あ、あ、あ……」

　明仁の動きはいつになく性急だった。まるでわたしの奥底をえぐり突き立てるように、パンッパンッと音を立て、責め続ける。わたしはあっというまに度を失った。

「明仁、明仁ぉ……、気持ちいいよぉ、あっ、あっ、あんっ、イ、イっちゃう……」

「陽菜っ、俺もっ……」

　最奥を味わうかのように、明仁が腰を回す。

「んくぅ、ひぃっ」

　明仁の指先が蜜豆を撫でる。そのままさらに突き上げられ、わたしは一気に絶頂へと運ばれた。

「くはぁっ、い、いぃっ、いいっ、あ、あぁぁぁっ、イクっ……」

　鮮烈な快感が全身を駆け巡る。わたしの内側がぎゅっと縮んで明仁のモノを吸い込むように収縮した。

「ああっ。陽菜、気持ちいいっ……」

　明仁も切なげに声を上げた。

「あっ、あぁぁっ」

　最奥に温かいモノが放たれたのがわかった。歓喜が波のように押し寄せる。わたしは全身から力が抜けた。




「……ごめん、さっきは、夢中になっちゃって」

「それは、わたしもだよ」

　わたしの部屋の狭いベッドの上で、明仁が言った。

　あのあと。とりあえず用意した、作り置きのお惣菜とごはんとお味噌汁、ぬか漬けだけの簡単な晩ごはんを食べた。そしてシャワーを浴び、ベッドに戻ってきた。今日は二人でここで眠ることにしたので。

「陽菜、すごいよね、あんなに素敵な晩ごはんを素早く用意してくれるなんて」

「ありものを出しただけだよ」

「幸せだよ、俺。本当にありがとう……いろいろ」

　綾乃さんの話をし、プロポーズされ、そして性急なセックス……。

　わたしは、やっと気分が落ち着いた感じがした。もう何も、不安を感じない。感じるのは幸せだけ。

　明仁がわたしの隣で仰向けになって、天井を見ながらつぶやいた。

「俺さ……ほんと、今になってしみじみ……綾乃に、悪いことしたんだな、って思ったよ。やっと綾乃の気持ちがわかったんだ。……好きな相手には押しかけたいものなんだな。俺、ぜんぜん人の気持ちがわかってなかった」

　わたしは明仁の腕に絡みつきながら答えた。

「ん？　なんで？　明仁、押しかけてきたりしなかったじゃない」

　すると、明仁が淡々と言った。

「実は俺、毎晩来てたんだ。こっそり、マンションの下から、陽菜の部屋を眺めてた」

　わたしは驚いた。

「えっほんとに？」

　そんなの、ぜんぜん気がつかなかった。

「でも、良かったよ。綾乃の結婚が決まって。あいつには、幸せになって欲しいな……」

「そうだねえ」

　もう眠るのかな……とうとうとしていると。

　明仁が態勢を変え、わたしの両脚を開かせて間に陣取り、急に上から荒々しく唇を重ねてきた。

（えっ、さっきしたばかりなのに？）

　キスは終わらず、甘い痺れが体中に広がってくる。

（あっ……また……されちゃうのかな）

　トクン、と体の奥が反応する。わたしもまだ欲しがっているみたい……。

「陽菜……ごめん……もう一回、ダメ？」

　明仁が切なげな瞳で訴えてきた。

「い、いいけど……」

「ずっと……我慢してたから……俺、陽菜のことしか愛せないから……」

　唇が重なってくる。

　柔らかいけど少しかさついていて、温かな明仁の唇。そして合わせ目から舌が入ってくると、すぐに何も考えられなくなった。

「んっ、ンぅ……」

　舌を絡められ、お腹の奥が熱くなり、たちまちに蜜口まで潤みだす。我ながら、抱かれるたびにどんどん、潤むのが早くなっているのを感じる。

（恥ずかしいけど……これが慣れてきたってことなのかな……）

　二回目だからか、興奮度合いの高まりが早い。蜜口から溢れ出す蜜は、お尻のほうまで垂れていく。体がぐにゃり、と柔らかくなる。

（ああ、どうしよう……。さっきしたばかりなのに、さっそくこんなに濡れちゃって）

　唇が離れ、見つめ合った。こんなにもすっきりとした雰囲気の美貌の男とベッドを共にしていることに驚いてしまう。

（素敵。なんてカッコいいの……）

　切れ長のきれいな瞳に見つめられるだけで、心も体も蕩けてしまう。でも、今は──きれいなだけでなく、ギラついている感じだけど……。でも誰にでもじゃなくて、わたしにだけと思うと、それもすごくうれしい……。

「本当にきれいな胸だ……」

　明仁はそうつぶやきながら、胸の先端をパクリと咥えた。そして大きな手がでわたしの腰のラインをなぞり、太腿の間へと……。すでに濡れた穴ににゅぷ、と中指を差し込み、入れたままゆらしながら、胸の頂を舌で転がすように舐め続けた。

「んあっ、あぁぁ……っ」

　乳首と蜜穴を同時に愛撫される感覚に身悶えする。敏感になっている先端を舌と唇でしごかれ、背筋を快感が駆け上がった。

「あぁんっ、ダメぇ、そこ……」

「そこ……って、ここ？」

「あぁんっ、あ、あぁ……」

　蜜穴に入っている指が少し奥まで入れられ、恥骨の裏の感じる部分をクイクイと押し上げるようにされた。

「あっあっ、あんっ……」

　ビクンっと体が跳ね上がる。自分の意思とは関係なくそうなってしまうのだ。

　ぬちゅっ、ぬちゅっ……指を動かされるたびに溢れ出てくる蜜。恥ずかしいのに、明仁がいるから足を閉じられない。

（身を任せる、ってこういうこと……？）

　明仁のすること全てが気持ちよくて、快感に繋がってしまう。恥ずかしいのに、隠せる部分も、抵抗も、ぜんぜんできない。ただ、ありのままの自分をさらけ出してしまう。

「じゃ、うつ伏せになって。背中も可愛がってあげる」

　指が抜かれ、ひっくり返される。すぐに、うなじに唇が降りてきた。

「ひゃん……」

　うなじから唇が、背中に向かって下がっていく。ゾクゾクとした快感に、自然に背中が反ってしまう。唇はやがて腰まで……。

「あ、あ、あぁ」

　じわじわと背中をくすぐられる感じ。胸を舐められたり揉まれたりするのとは違う、強くはないけれど次第にがまんできなくなる、焦らされる。

　唇が離れたかと思うと、腰を掴まれ持ち上げられた。

「あ……いやっ……」

　明仁の眼前に、お尻を突き出すような格好になったのだとわかり、恥ずかしさに顔をシーツに伏せた。

「何、頭隠して尻隠さずしてんの」

　明仁がクスクス笑っている。腰を持ち上げられているので下げられない。カァッと顔が熱くなる。

（どうしよう。この格好は初めて）

　これまで、バックで……ということはなかった。緩く広げられた足も閉じられず、明仁の表情も見れない。心許ない感じがした。

「すごいよ。後ろからも、陽菜がびしょびしょになっているの、丸見えだよ」

　指が花びらの間に少し差し入れられ、ツーっと割るように動く。

「零れてきちゃうよ。すっごく濡れてる。可愛い……」

　吐息が太腿にかかったかと思うと、

「ひぁんっ！」

　じゅるりと蜜を啜られて、腰が砕けそうになってしまった。背骨を伝い、快感が後頭部まで上がってくる。もう達してしまいそう……。

「陽菜、イクのがどんどん早くなってる気がする。可愛い……。ねえ、ダメだよお尻下げちゃったら……」

　パッケージを開ける音がして、明仁が避妊具をつけているのがわかった。

（えっ……）

　腰がさらにぐいっと引き寄せられ、お尻を上げる格好にさせられたかと思うと、蜜口に明仁の大きなモノが押し当てられ、先端で入り口を広げるように、そして──。

　次の瞬間には、ぐいっと最奥まで押し込まれていた。

「んっ、んんーっ」

　悲鳴が上がりそうになり、顔を枕に押し当てる。

　熱くて硬いもので穿たれる。何度も何度も。普段は擦られない内奥の壁を打たれるたびに、蜜がそのたびにかき出される。それが太腿を伝って降りてくる……。腰が砕けそうになっても許して貰えない、引き上げられ、ひたすら打ち込まれた。

「くうっ、は、はぁぁっ、んっ、あっ、あんっ……」

　濡れた膣壁が歓喜を表すようにうごめく。エラで擦られるごとにビクビクと震え、ぎゅぎゅっと締まった。そのたびに、お腹の奥がぐいっとずり上がり、きゅうっとしたむず痒い奥の快感に襲われる。

「あっ、も、もう、無理ぃ……」

　明仁に抱かれることには慣れてきたと思っていた。でも今回はさらに深く、こじ開けられている……こうやって、わたしの扉はいつかすべてが壊されていくのかと思うと、

（怖いよ……）

　でも。怖いけれど、それはとても甘い恐怖だった……。

　結婚するのだから……これから一生、離れることがないのだから……わたしの全てを、明仁の前にさらけ出しても、大丈夫。

　顔が見えない恰好で愛されるのは、なんだか不思議な感じ。顔を合わせているとそう感じることはないのに、

（まるで、犯されているみたい……）

　でもそれは……もちろんそうではなくて……明仁とわかっているから……でもそう思っても感じてしまう自分がいる。

（こんな感覚も、気持ちいい……）

　突き上げられるたびに甘やかな切なさと快感が同時に襲って来て、わたしはどんどんどうしようもなくなってゆく。

「あんっ……あ、あ、あ……」

　浅い呼吸しかできなくなり、次第にぼうっとしてきた。背後からの連打は、これまで感じたことのない部分を開拓してゆく。何度もスパークが訪れ、そのたびに呼び戻されるように連打され続けた。奥もどんどん、深くこじ開けられてゆき……。

　切なさに耐えていたところで、いきなり胸を鷲掴みにされた。

「あ、あぁぁっ」

　背後からの連打だけで崩れ落ちそうになっているのに、胸まで刺激されたら……。

（だめぇ、もう、おかしくなっちゃうよぉ）

「ひ……あ、あんっ、あ、あぁぁ」

「すごいよ、陽菜の中……俺のことめちゃくちゃ締めつけてくる……可愛いね、陽菜、愛してるよ……。これからも毎晩こうやって、ずっと一生、陽菜を可愛がってあげる……」

　明仁がそう言いながら、最奥の、さらに奥までねじ込むように腰を押しつけてきた。わたしは、まるで自分が避けてしまいそうなくらい広げられた気がした。

「くぅっ……あ、あ、や、あ……も……う、ダメぇ……」

「俺もそろそろ、ヤバいかも……」

　明仁の掠れたような、切なげな声。

　胸を揉みしだく手の指先で、乳首をつままれた。捏ねるように動かし、軽く潰される。

「ひぅぅぅっ……！」

　快感が電流のように背筋に走り、ビクンとし、脚から力が抜けそうになる。必死に堪えた。

　明仁の動きがさらに激しさを増す。わたしの奥を抉り、かきだし、串刺しのように貫き続ける。

「あああっ、んあぁっつ、あぁんっ」

　揺さぶられ、突き上げられ、奥をこじあけられ……苦しいはずなのに、それを上回る快感が押し寄せる。

　背後から伸びた指が、接合部へ……その上の蜜豆へと伸びていく。

「ああんっ！　そこはだめぇっ」

　叫んで、腰を下げようとしたのだけれど無理やりに上げられた。頭を押さえられ、声が出せなくなった。

「んふぅっ、ひうぅぅぅぅぅぅぅっ！」

　指先で蜜豆を優しく擦りあげられた。その間も律動は続き、わたしの腰が下がると背中を覆うように明仁の体がかぶさる。でもすぐにまた、持ち上げられた。

「んぁ、あぁ、あぁぁ、ひ、あ、あぁぁ、ああんっ、あぁぁぁぁ」

「う、う、うっ、うっ、うっ……」

　二人とも汗びっしょりになっていた。言葉も無く、喘ぎ声がこだまする。じゅぶっじゅぶっ、ぐぶ、ぐぶぶ……。水音だけがいやらしく空間に響く。

「ああ、陽菜、陽菜ぁっ」

　明仁が切羽詰まったような声を上げ、動きがさらに激しく、性急になった。

「んぁ、あっあぁぁっ、明仁、だめ、もうイきそう……」

「陽菜、俺も……っ！」

　肌と肌のぶつかり合う音だけが室内にこだまする。

（ダメ、もう、これ以上されたら──）

　奥が裏返るような大きな波が、わたしを攫おうとしていた。

「んあぁぁぁぁぁぁっ」

　奥を抉られた衝撃と共に裏返って痙攣し、全身が快感に揺さぶられた。

「あ、あ、あぁぁっ」

「俺も……っ」

　どすんと最奥に打ち込まれた状態で、ドクドクと明仁の肉棒から熱いものが出され、その温かさがわたしの中に広がった。

「あっ、陽菜、陽菜っ……」

　背後から苦しいほどに抱きしめられ、奥で明仁の吐き出したものを受け入れ……それはとても幸せな感覚だった。

「陽菜、愛してるよ……」

「わたしも……明仁のこと、愛してる……」

「一生……ずっと……一緒だよ……」

　わたしは背中で、明仁の愛をしっかりと受け止めた。

　それはなんだかちょっと、間の抜けた感じではあったけれど、わたしは正面で向かい合うよりもこのほうが、本当のことが言える気がした。

「わたし、いつか明仁の赤ちゃんが産みたいなぁ……」

　そんな気持ちになったのも初めてで。だから言ってみた。将来のことだから、実現するかどうかはわからないけれど。

「俺も、陽菜と子供を作りたい……」

　わたしたちは向かい合って抱き合った。明仁の胸に顔を埋める。

「ね。赤ちゃん、できたらいいね。早く欲しいね……」

「そんなことになったら、俺、幸せ過ぎて頭がおかしくなっちゃうかもしれないなぁ……陽菜と一緒にいられるだけで幸せなのに……」

　わたしたちはまだ繋がったままで……。どちらからともなく、クスクスと笑い始めた。
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　こんばんは、乃の村むら寧ね音おんです。

　いつも夜に原稿仕事をしているので、夜の挨拶になってしまいましたが、みなさんはいったいどこで何時頃、この小説をお読みくださったのでしょうか……。

　突然ふと、そんなことが気になってしまいました。

　今回のお話には「テラリウム」が出てきます。

　わたしは家で熱帯魚を飼っていたり、水蓮鉢を使って簡易的なビオトープを作ったりするのが好きなので、テラリウムも気になっておりまして、今回のお話に取り入れてみました。

　テラリウムは透明なガラスの中にある小さな生態系です。閉じ込められているようでも、そこには世界があります。

　主人公である陽菜と、ヒーロー明仁は、二人だけの甘い生活を作り上げ、それを維持できるのか？

　そんなことを頭のどこかで考えながら書きあげました。

　今回、美しくエロティックなイラストを担当してくださいましたのはかがり先生です。ありがとうございました！

　そしていつも丁寧に導いてくださる担当編集者のＳ様、制作にかかわってくださった皆様に、心から感謝いたします。

　最後になりましたが、この小説をお読みくださった読者様、ありがとうございました。

　またいつかお会いできる日を願って……。
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